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運送船 旗 軍用 ノ 運送 通倌船 タル チ表ス ル^ノ 大樯 

項 一】 揭グ 

工作 船 旗 工作 ノ爲メ 軍用- 1 供スル 船舶 ノ大樯 琅-】 

0 グ 



海軍 問答 終 



先任 旋 



cat 

鑑 



令 

首 



旗 

當 直 旗 

矿！ ：4- 院旅 



一一 

】 港內 -1 貳艘 以ト" ノ軍 s» 碇泊 ン ^令^ 官 

司令 {a 不在 ノ 時ハ 先任 艦畏之 チ後格 項 一： 

揭 ゲ以テ 其 先任 艦タ ル チ^ス 

水 笛艇睐 F 令 指揮 權タ 带ビ 乘艇ス ル * 榷 

項 或 ハ 艇首 ノ 旗竿 -1 揭 グ 

m 艦， 水雷艇 及 海軍々 人 指揮 チ 司ル 海軍 所 

S ノ 船舶 一一 祸グ 

W 離 碇泊 中 艦首 一一 揭グ ル チ以テ 碇泊 旗ノ 

軍 IT 水雷艇 及 V 海軍々 人 指 撺チ！ ？ル 船舶 

ノ植琅 二 iw グ 

當 直魔タ ルチ^ ス ル爲後 樯琅^ ：ク ハ桁！ S 

- 0 グ 

海 車 病院^ クハ 病院船 タ ルヲ^ ス ル 一一 川 



0 
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陶 ^ 

天皇旗 天皇 》1 下 ノ乘御 チ表ス i 爲.' 艦船 一 一 在リ 

テ ハ大樯 項-一 揭ゲ端 舟 一一 在 1 テ ハ 舟首ノ 

旗竿 一 一 揭グ 

皇后 旗 皇后 眭下 ノ乘御 チ表ス ル爲メ *s 船- 一 在リ 

チ ハ大檣 項 一！ 揭ゲ » 舟 一一 在リテ ハ 舟首ノ 

旗竿- 一 揭グ 

皇太. 子 旗 皇太子 « 下， 皇太子妃 殿下 ノ ffi 乘： S 表スル 

-爲 メ 鑑船 一 1 在 リテハ 大植項 一一 祸 ゲ端舟 一一 

在 リテハ 舟 首 ノ 旗竿 一一 揭 グ 

皇族 旗 皇族 ノ趣乘 チ表ス * 爲メ鰻 船 11 在 リチハ 

大植項 -1 0 ゲ端舟 一一 在" テ 舟 首 ノ 旗竿 1 一 

揭 グ 

海軍大臣 旗 海軍大臣 公務 チ带； 乘座ス ルチ表 スル爲 

メ 艦船-一 在リ プ ハ大植 項 一一 揭ゲ « 舟 一一 在 

リ テ ハ 舟 首 ノ 旗竿 11 揭 グ 

將 旗 司令 畏 官， 司 令官タ * 將官指 撣權チ 疳ビ乗 

座ス ルチ 表ス ル 爲メ鑑 船-在 リテ ハ大將 

旗 " 火檳琅 -1 中將旗 ハ 前槽琅 -1 少將旗 ハ 

後 捲琅 一】 »ゲ« 舟 一一 在リテ ハ 舟首ノ 旗竿 

11 揭グ 

代將旌 司令官 タル 大佐 指揮 權 ゥ帶ビ 乘座ス ルチ 

表ス. ル爲メ 艦船 一一 在 リテハ 大樯項 一一 揭 ゲ 

端 舟 一 一 在 リテハ 舟首ノ 旗竿 1ー 裉グ 
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逾 《ぉナ * 爐料 チ^ント ス i ノ希 ^ョ ，始メ テ 案出 ス 

ル 一一 至 リタ * * ノナリ 我 國 一一 テ 〈肥 前 天草 ノ產 出炭 

チ以テ 之レが 原料-一 供； s 海軍 一 一 用丼テ 好結果 チ 

得 タリ 

機 關術チ 研究 セ ン 一一 ハ 力 働， 効力、 熱 論. 燃 燒論. 機關 構造， 

材料 強弱 論、 機關 使用法， 保存 法 等 其ノ 科目 極 メテ 繁多 

一 一 レテ IS 外ノ 人-】 之レ， 力 詳細 チ 設クハ 至難 ノ 事- 

チ 以上 記述， ノタ ル トコ s ハ唯其 ノ梗槪 11 過 ギザ ルノ 

ミ 

元 來機關 ノ術タ ル. W 地上 至難 ノ 技術 タ ルノ ミナ ヲズ 

其 理論 頗 ル 深遠 敏密 ナルト 共 II 之 レー 一 關スル 百稩ノ 

玖^ 進步 ハ日チ 逐フテ 盛， ン 1; 昨ハ 新式 無比 ト 稱 セラ 

レタ ル * ノモ今 U 一一 至 レバ 旣 1 一 廢物ー i 屬ス ル. カ如キ 

ぉ拔 一； シラ 艽ノ 發明チ .W 地ュ 應川セ シ千 A 百年 ノ初 

期 J リ僅カ 一； 一 百有餘 年ノ！ &筘 チ閱シ タル 今日 1 一 於 

テ 如ヒノ 盛况チ 見ル 一 1 至 リタ ル ハ以テ 改良 進歩 ノ如 

何 一一 速 カナ ルカ チ窺フ =足ラ ン 



■ 
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八 o 

機 等チ 述轉セ y ム ル せ ノナリ 

問蒸汽 チ 嗨成 ス ル ュ 必要 ナ ル 燃-料 チ問 ス 

答 蒸 汽トハ 水チ汽 化セレ V ル *- ノ、 謂 11 レテ 之レ； K 汽 

化 セレン ン 1 一 ハ 前段 旣 一一 述べ タル ガ如ク 汽蟻ー 1 水チ 

滿タ レ 外部 H り 熱 チ加フ ル * ノ -1 レ テ艽 熟チ弒 生ス 

ル所ノ 燃料. r ン ヲ石 炭チ 使用 ス 

問 石炭 ノ 種類-一 幾 種 ァリャ 

答 石炭 チ火 別： ン テ 無煙炭， 漆 煙 炭. 铋 拔， 煉炭 ノ 四種ト ス 

問 無煙炭 ト ハ 如何 

答 無煙炭 ハ^ 狀】 見 純然 タ ル * 物 ノ如ク 贸^ 頗ル坚 硬 

00 -1 ン テ 金^ 類 I- 於テ 兌ル が如キ 光澤 チ冇レ 稍々 

硝子 ノ如 キ脆キ 性！ S チれ ス而レ テ之レ -火チ 點ジ迪 

《且 ノ空氣 チ供ス ル * ハ 固形 ノ谥 灼熱 レ テ熾ン 一一 燃^ 

シ^ 際 强烈ナ ル熟度 チ發ス ル * 其燃燒 甚ダ鈸 漫ナリ 

問 漆. 煙炭ト ハ 如何 

答滦 煙炭ハ 無煙炭 一 1 比ス レ バ 焚火 ノ際 光輝 ァ ル畏 焰チ 

發 レ 浪煙 チ出 お ブ 燃燒 ス 

プ 9， ン ell 

問 祸炭ト ハ 如何 

答铋炭 ハ 其 色锅色 -1 ダ テ 光澤 チ 有セズ 引火 燃燒共 11 頗 

ル 迚 カナ ル 燃料 ナ レ * 其 ノ發熟 カ甚ダ 微弱 ナリ 

問 煉设ト ハ 如何 

答 煉^ ハ，； S 記^ 稱石 炭ノ 粉末 チ速宜 一一 調 仓シ瀝 靑ト稱 

ス ル (粘液^ 11 レ テ 淤燒 レ易キ I- ノ) P ノチ加 ヘラ 煉リ 

係 M ノ 中- ー容レ テ壓搾 <ノ 煉瓦 ノ如キ 長方形 若ク ハ铕 

脚 形！ 一作 1 タ ル IP ノ- レテ 種々 ノ 用途 ニ撖ジ テ最^ 
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問 補助 檨關ト ハ 如何 ナル モノ チ 云フャ 

答 艦船 航行 ノ主 助力 チ起ス ノチ主 機 關ト稱 I- 主 機^ 

以外 - 数多 装備 セ ル小 機關チ 補助 機 翻 ト稱ス 乃ナ前 

= 述べ タ、 ル fi 砲 操作， Bt 丸ノ 昇降， 端艇 ノ積 込ミ、 取 出レ， 

a 錨ノ 上下， 舵 機 速轉等 一 ー用ュ ル潘小 機 關及諸 啣简機 

械， 空 氣壓搾 機， 發 電機、 製氷機 等 ハ S ク 補助 機 脚 ノ 分類 

一一 屬 ス 

問 補助 機關ノ 原動力-一 幾 種 ァリャ 

答 補助 機關 一一 ハ 原動力 ト シ ，蒸 汽カチ 使用 ス ル *- ノア 

a- 水力 チ 使用 ス ル « ノア リ亦電 氣カチ 使用 ス ル *- ノ 

ァ ル * 餮通蒸 汽カ其 多数 チ." CM 水力， I* 氣カ ハ之 レー 1 

次グ 

問 水 カノ 構成 法チ問 ス 

答 水力 チ用ュ i ^ ノ ハ 强 カナ ル蒸 汽啷筒 チ以テ 强大ナ 

ル 水力 チ作リ K ノ カー 1 テ水壓 機關チ 運轉ス ル * ノ 一一 

シテ 重砲 ノ 操作， 舵 機 ノ運轉 等 ハ此ノ 機械-一依 リテ人 

力 チ^ ！ ク rl チ^; 

問發 機、 m 動機 ノ^: 別 如何 

答發 菴 機ハ 小 蒸汽機 關-】 チ運韓 <ノ 以 y 電流 チ 發生セ y 

メ電換 一 1 依 a テ艦內 所要 ノ 局所 一一 輪 送；, 水雷艇 ノま 

慵フ ル 探海宽 燈若ク ハ艦內 チ照ラ ス ノ用 一】 供ス 

ル 白 熟 W 燈チ 點ズ 

宽 動機 ハ 铰宽 機ト其 動作 全ク 反射 ノ鋤作 チ爲ス せ ノ 

一一 シ テ 發 電機 一 一依 リ發生 セラ レタ ル 電流 チ送ル * ハ 

遒 勧 機ハ始 メテ運 觔チ起 ：- 其 カー 一依 リテ 弾丸 ノ 昇降 

七 九 



七 A 

縛 シ船チ 推進 ス ル ^ ノ 一； シ ケ艽ノ 推進力 大ナ * "係 

ハラズ 船ノ 吃水 {吃 水 ハ水入 リノ 「) 增滅若 クハ 航海 中 

船髓 ノ觔搖 一一 "リ^ 効力- チ 生ズル チ以テ 逮洋 

ノ 航海-速 セザル ノ" -ナ ラズ^ク 水面 1- 露出 ス ルチ 

以， 敵弹 チ^ム ルノ恐 アルが 故 一： 軍艦 一一 在リ， ハ早 

ク其用 チ斷ナ 商船 ト雖 * 現今 殆ン Jr 之レ チ廢ス ル 二 

至 レリ 

問 螺旋 推進器 ト ハ 如何 

答 5? 旋 推進 巷 ハ 船尾-一方 リ 水底 深ク 水平 一一 突出 セ ル窣 

轴端 -1 ^定 サ レ 螺旎形 ノ 數 s» チ 有ス ル券 一一 レテ恰 *- 

小 兒ノ玩 V '風車 ト反對 ノ働キ チナ ス モ ノナリ 

抑で 風車 ハ風 11 激；' テ 回轉ス ル « ノナ レ 旋 推進 

S 〈機械 カー 一 テ之 レチ 回轉ス ル チ以チ 自ラ 海水 チま 

躍セ y メ艽ノ 反 助力-依 リ船チ 進航 セ V ム ル * ノナ 

問 螺旋 推進器 ノ 種類- K 問 7 . 

答 螺旋 推進 券ノ 稀 類 多シ. r 雖 * 孰 レモ 大同小異 一一 シテ 

^旋形 ノ 一 部チ 細： ^キ W 塌形 一 1 切 9 之 レ， チ車铀 端 一 1 

於テニ 乃至 四 枚 &率ノ R ノ如ク W 定セ y メ タ ル モ ノ 

ナ リ 

問 艦船 -ー 裝備セ ル 螺旋 推進器 ノ數ヲ 問ス 

答 SSI 船 - 依リ唯 一 個 チ備フ ル _p ノト 二 倔 以上 六 個チ有 

ス ル モ ノア レ * 現今 ハ 普通 二 惘ノ 推進 巷チ 船尾 兩側 

一； 備へ ニ組ノ 機械 一 1 依テ之 レチ回 轉ス我 軍艦 一一 テ ** 

多ク ハ 此式チ 採用 ス 
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チ 大小 ニ偶ノ 汽箔チ 川 t 通 次： 一 膨脹 セ グ ム 斯如ク ス 

ル * ハ蒸 汽 ノカチ 平等 11 二 K 1 一分 クチ 以テ 機械 11. 激 

； s チ與フ ル 1 ナ キノ，.. チラ ズ 膨脹 チ全 カラ シン 延テ 

蒸汽 醸成 一- -要ス ル石^ ノ經浙 ゾ助ク ル 利益 ァ リ我軍 

維ノ 多クハ 此種ノ 汽機チ 採用 セ リ 

問 三次 膨脹 式ト ハ 如何 

答 三次 膨脹 式ハ 二次 膨脹 式ノ 理論 ノ 1 展發 達セ ル で ノ 

11 ンテ 二次 膨脹 式 コリ^ S カノ 蒸汽チ 用 ビ 大中小 一一 一 

侗 ノ 汽笛 チ用 井テ 一 Ml ^ノ^ 汽チ三 段 一 1 膨脹 動作 セ 

シ ム ル iP ノナ ル チ以テ 二次 式 n- リ大ナ ル樺械 力： 

ル r 容易- 1 V テ 一 厣^ 濟ナ "現今 我 軍 « 中ノ 斩艦ハ 

^ ナ此ノ 制 式 ひ 採川セ リ 

問 四 次 膨脹 式ト ハ 如何 

答 叫 次 膨脹 式ハ 一 定； W! ノ^ 汽チ 逐次 四 段 一一 膨脹 セ シ ム 

ル 一. 二： E リテ ハ 一 機械-一四 個ノ 汽第チ 要ス ルチ 以テ其 

ノ 00 チ ^ 雜 ナ ひ シ メ從， 拫^ 修 Sf チ要ス ル 「多キ 

故 二 理論 ノ 發達セ ル割 <= 一 1 W 川途廣 カラ ズ 

問 推進器 ト ハ 如何 

答 推進器 ハ旣 11 述ぺ タ ル如ク 卓 軸-一 W 定シ 該軸ノ 旋回 

迚觔 一一 件 ゾ テ 旋回 シ 水ノ 反動 -. 一 依 リ 艦船 チ 推進 ス ル 

七 ノナリ 

震べ ，- 

推進^ チ 大別 シテ 外^ 輪 及 螺旋 推進器 ノニ トス 

問 外車 輪ト ハ 如何 

答 外^ 輪ハ俗 11. 外車 ト^フ ル で ノ -.. シ テ船 ノ兩舷 -1 大 

ナ ル水 率はノ モ ノチ 装？ 51 ン 機械 カー. -依 リテ之 レチ回 
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i ハ 

，ハ 云フ ナ リ而レ テ 復水ハ 抽氣啣 筒 一 一依 リ テ復水 

リ 抽出 ン更 『 一 一 給水 囀 箇チ川 * テ汽蟻 n 送 サ込ム で 

ノ， r ス 

問抽氣 啣简ト ハ 如何 ナル モノ 17 云 ノヤ 

答 抽氣啣 筒 ハ復水 二 テ恭 汽ノ復 水シタ ル * ノチぉ 

水樓 ト名ゾ ク ル 貯水 幽ー 一輪 送ス ル 吻筒ナ fl- 

ra: 袷 水 啕倚ト ハ 如何 ナル モノ チ 云ス ャ 

答 給水 嘞简ハ 铪 水櫃內 ノ 袷水チ 汽蠊內 二 送入ス -4 ノ用 

一】^ i ス ル 一 ッノ § 筒ナ f 

問汽桷 ノ 種類 チ 問 ン 

答 汽機ノ 種類 ハ極メ テ多ク 其 使用 ノ 目的 I- 因 1 テ诗ナ 

aw 造チ異 一 一 シ外見 及 運 轉ノ狀 態 ハ千差 與 別舉ゲ テ數 

フ可カ " ズト雖 * 蒸汽. 力 汽蟻チ 出 デ終二 機械 一一 至リ 

動作 チ起サ レム ル 一】 至 ル迄ノ 顺序ハ 略. ホ 次-一 述プ ル 

が 如シ 現用 機關 -1 種々 ァリト 雖ド v 之レチ 大別 レ 7 

一 次 膨脹 式 二次 膨脹 式 三次 膨脹 式 四 次 膨脹 式ノ 四. r 

十 ス 

問 一 次 膨脹 式ト ハ 如何 

答 一次 膨脹 式ト" 蒸汽ノ 膨脹 カチ 単一： 一！ II 利用 スルー 一 

止 マル モノ チ謂 ttt 時ノ 蒸汽 機械 ハ 一！ ^一一 此ノ制 K 

チ用 t タレ ほ 現今 ハ 陸上 用及徵 カノ 小 機械 ノ ミ 一一 扉 

用 セラ ル、 -1 至 レリ 

問 二次 膨脹 式ト ハ 如何 

答 二次 膨脹 式ハ 一次 膨脹 式 一一 次チ 起リ恭 汽ノ 膨脹 チニ 

段 一 一分 + ，勤 作セ レム ル. p ノ十 リ乃ナ 强壓カ 蒸汽チ 



問 滑 ^ト ハ 如何 ナル モノ ヲ 云フャ 

答 滑 弁 ハ 加减弇 一-依 リテ配 娬セヲ レタ * 蒸汽ノ 汽落內 

一一 入 ル ぺ キ 時期 及 其 ノ 分配 ノ 度合 チ I5r ルニ極 メチ 

大切 ナ ル 弁ナリ 

問 汽ぉト ハ 如何 ナ ル モ / -K 云フャ 

答汽 箫ハ M 筒 肜ノ器 一 1 ンテ滑 弁 一 1 依リテ 通量ノ 蒸汽チ 

受領 シ 之レチ シ ，簿 內 n ァ ル吸 鍔 二 上下 ノ迎 觔チ趄 

サン 厶ル *- ノナリ 

問 吸鍔ト ハ 如何 ナル モ ノ チ 云フャ 

答 吸 IS ハ 汽笛 內 - 在 リテ蒸 汽ノ壓 力-一依 リ 上下 ノ連勅 

チ 始ム而 * 一一 吸鍔ノ 中心 一一 ハ吸^ St ト稱ス 1 グノ 

直 ^チ Ml 定ス ルチ以 テ^ノ 上下 ノ； 迚； S ハ之レ 一一 傳ハ 

リ再ビ 其^ 端 一 一 聯辂 ス や 接合 及 y 接合 a! ハ 更 

ラ ュ 之 チ単軸 一 一 傅 フ右ノ 如 ク蒸汽 ノ 動力 ハ 吸 鍔 a リ 

次第： 一 吸 IS 接合 傅へ ， レ裟 -1 車铀ー 一至 リテ旋 

回迚； en 3* 化ス ルノ 装置- 一 y テ右 率軸ハ 船尾 チ莨通 

ンテ 良ク 水中-突出 ン其蚰 端 I- W 定セ ル 推進 器 (俗 -1 

暗 車 ト稱フ ル で ノ) チ 旋轉セ シ ム ル際 水ノ反 助力- - 依 

リ始メ テ其ノ 旌回ノ 方， 1： 一： 應： ン 艦船 チ 前進 若ク ハ退 

却セ ； x 厶ル モノ ナリ 

問钹 水器ト ハ 如何 ナ ル モ ノチ云 フャ 

答 艦船 -1 於テハ 汽車 若ク ハ 陸上 緒機關 ト異 十リ 一 且使 

用シタ ル恭汽 チ冷體 一 1«レ シ メ テ 蒸汽ノ 原形 タ ル水 

-復セ ン メ其 水チ 再ビ汽 蟻-一 送 リ蒸汽 チ酸ス ノ 用-一 

供 ス此ノ 蒸汽復 水ノ用 1】 供ス ル器チ 名ケテ 復水器 ト 

七 五 
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七 a 

間 水管 式^ 罐 トハ 如何 ナル モノ チ 云フャ 

答 此種ハ 近来 ノ發明 一一 係リ *<- 高 キ蒸汽 壓 11 堪 フル. 1- 

ノ 一一 V テ形 狀全ク 前記 ニ崦ト 異ナリ 主要 ナ ル 部分 ハ 

緣 テ 細管ョ "成リ 毎 平方 吋 五 百ぶ ン JTJ ノ壓カ 11 ュ 

ル 「チ 得可ク 圓形汽 確 1 ー比ン _K 重量 甚ダ 輕ク 蒸汽ノ 

is 成 極 メテ 迅速 ナル チ以テ 現今 次第 一 - 自他 ノ 0a チ 

壓调； N 我が 新造 軍艦 ノ多ク ハ 皆ナ此 種ノ汽 蟻： S 装備 

セリ此 式- 1 在"， ハ 僅-ニニ 四十 分 許 11 -' 蒸汽 チ難ス 

n トチ^ A v@ 形 汽確ハ 形體ノ 大小, 一 應" ノ約十 乃至 

六 時 問チ要 ス可レ 其ノ 遅速 ノ差豈 一一 驚クぺ キ 一 一 ァラ 

ズ ャ 

問汽 桷ト ハ 如何 ナル モノ チ 云フャ 

答汽機 ハ汽蟻 一一 ，隨 成レタ ル蒸 汽ノ 膨脹 性チ 利用 レ テ 

働作チ 爲サ シムル 機搆 11 ンテ 其ノ 蒸汽 ハ ^管 ト稱ス 

ル餓管 又 ハ銅管 11 依リ テ 之レチ 所要 ノ 機械 11 送致 レ 

始 メナ 運 轉チ起 サン ム ル « ノ ナリ 

問 分離 器ト ハ 如何 ナル モ ノチ 云フャ 

答 分離 器ハ 蒸汽ノ 機械 一 1 達ス ル 前其ノ 含有 ス ル 潘 分チ 

分離 セ y メ 純然 タ ル 蒸汽ノ 5 ト ナサ ン ガ爲メ 汽管ノ 

中途 一 一 設ケタ ル ® ナリ 盖； s 蒸 汽ハ汽 蟻 ヲ出ル 時必ズ 

幾分 ノ濕 氣チ W ブ ル * ノナ i チ以テ 機械-一達 ス ル - 

先う チ 之レチ 分離 ス ル ハ極 メナ 必要^- 一 屬ス 

問 加 减弇ト ハ 如何 ナル モ N1K 云フャ 

答 加减弁 ハ 機械 -1 供拾ス i 蒸 汽ノ分 釐チ 加减ス * 一 ツ 

ノ ，チリ 



テ發 散ス ル せ ノナ レ ぼ 今 若； X 之レチ 堅固 ナ * 密閉 器 

11 滿タ ンテ 加熱 ス ル * ハ先ヅ 二百 十二 度-一 於 テ大氣 

ト M 壓 カノ 蒸汽 ト化ス ル ハ前旣 - 述べ タ ルガ 如レ然 

力 レ ほ佝引 續キ. お 熟 チ加フ ハ其熱 一一 對ス ル菘壓 

カノ 蒸汽チ 醣成ス ル ノ 二 シテ水 チ充タ ス ベ キ巷堅 

牢 - シ， 熟チ加 フル r 彌々 高 ケレパ 大氣壓 以上 一 平 

方 吋 】1 於ケル 壓カ五 百 「* ン ざ 二ぶ ンド」 ハ 約 我 一 斤) ノ 

蒸 汽チ瞜 成 スル *- 難 力， ズ 

汽罐 ノ 種類 如何 

答 瞜成セ ，かべ キ 恭汽壓 力 ノ ^低 及 用途 ノ 種別-因 チ 

構造 相 異ナリ 其 種類 極 メテ 多： -ト雖 * 之： i チ 大別 

テ左 ノーニ 種， r ナス 「チ得 

rs 形汽 «, 二， 汽車 式 汽蟪、 三， 水管 式 汽罐 

問 W 形 汽嫌ト ハ 如何 ナル モノ チ 云フャ 

答此 種ノ汽 蛾ハ ^形 W 简形ノ V ノ 一一 シ テ 現今 最 V 廣ク 

採 川 セラ レ每. 平方 时百 五十 听ノ 蒸汽 ffil 力 11 堪ュ ル 1 

チ れ可シ 我 富士. 八島ノ ニ大戰 艦^ IT 常盤ノ 一等 巡洋 

艦 千 *r 笠 置， 吉野 ノ 二等 巡洋艦 ノ如キ 皆 ナ此種 ノ汽鎺 

チ 装置 ス * モノー 一 ンテ各 國軍艉 用汽錄 ノ殆 '大牛 

チ 占ム， 

問 汽車 式 汽罐 ト ハ 如何 ナル モノ ヲ云 フャ 

答^ 稗 ノ 汽確 ハ鐵 道機關 -1 使用 ス ル チ以テ 其名ァ ル所 

以 一 一 y テ M 形 汽蛾ノ 變形ナ リ盖レ 其 ノ形ナ 高度 ノ蒸 

汽壓カ -】 敏 y 每 平方 吋 二百 「w ン ド」ノ 壓カ - ー堪ュ ル 「 

チ^ Is- シ • 
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» 七 二 

大ナ， iK 一一 驚 暎スル ノ外ナ レ 

問 蒸 汽機關 ノ 用途 如何 

答 蒸汽機 閱ハ右 艦船 ノ 推進： ー應用 セラ ル 、 ハ勿 其 他 

眾艦 ノ 重砲 操作、 彈丸 ノ 昇降， 端艇 ノ锒ミ 込 ミ， 取 出 シ， 重 

錨 ノ 上下， 舵 取 機械 ノ ^轉 • 艦船 ノ 排水 啷符、 兔形水 雷 チ 

蹊逐 セン ムル ノ^; g カタ ル壓 搾空氣 製^ 川ぎ.^. k 搾 

機， 飲料水 チ W ル 蒸溜 器. 艦 内 ノ點燈 其 他- 一 使用 ス ルぬ 

^機 等 一一 應川シ 用途 極. S チ廣" ；- 就中 製氷 檨ノ 如キ 

酷^ ノ際人 $! ナ 苦熱 チ訴フ ル ノ時 一一 S リ隨時 凍氷チ 

喫レ サ署氣 チ忘レ 、ノ メ乂 生肉 野菜 等チ y テ克ク 数 週 

S ノ 久シキ 新鮮 ノ铋 一一 堪へ ンムル 「チ 得ル ハ皆ナ 蒸 

汽機關 ノ賜 ト謂フ 可ン 

問蒸汽 機關ハ 如何 ナル モ ノ 、合体 ナル ャ 

*，，、 レプ ■ -1- » I t* ジ *i- — ，レ 

答蒸汽 機關ハ 汽^れ 機， 推進器 及 i 助 # 關ノ四 大部 a リ 

成立 ス 

問 汽罐 ト ハ 如何 ナル モノ チ 云フャ 

答 汽皤ハ 汽機チ 運轉ス ルノ源 動 カタ ル ^ がチ醵 成 保有 

センよ ル器 11 ； x テ；！ ： 常 吾人 ノ 使用 ス ル 鐵瓶 ノ如キ V 

亦 一 稗 ノ汽孅 ト 見做 ス r チ得ぺ ン而シ ，今：：； 一般- 

使用 ス ル V ノ ハ鍛鐵 ^ク ハ鑲チ 以テ作 リタ ル^ 牢ナ 

ル 密閉 器 一一 シ * '水 チ內部 一 1 滿タシ 外面 3 リ熱チ 加へ 

テ之レ チ汽化 セン ム ル IP ノ ナ" 

問蒸汽 發生ノ 原理 ヲ 問フ 

答水ハ 大氣屮 一一 於テ熟 チ加フ ル * ハ 華氏 ン 寒暖計 二百 

十二 度 一一 於， 大氣ト 等； -キ 壓 力 チ有ス 汽 トナリ 
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機 關術之 部 

問 始メテ 艦船-一 蒸 汽桷脚 チ應用 セ レ 年代 チ問フ 

答 西暦 千 八 百 一 年 英國ノ ゲイ， ャム： T1 ミン グ トン 氏 

が 「十ャ —"タト. ダン ダ ス. -號 ナ ル 遊行 船 一一 装置 センチ 

以 テ 唭矢 ト ナスト 雖 * 之レチ W 蕖上 1- 使用 ス ルー 一 至 

リ タ ル ハ 千 八 百 七 年 米國ノ 叫バ I ト、 フジ ル トン 氏 ガ 

r ク，. IP ント」 ト 稱ス ル 汽船 ひ 運轉セ シチ 以サ初 ノト 

ス 

問 其，. 當時 -1 於ケ ル蒸汽 桷閱ノ 構造 及 ビ裝澄 法 

如何 

答お 创迠 常時- 1 在り テハ其 理論 井-一 技術 共- 一 甚ダ 幼稚 

,i y テ 材料 ノ如キ v 往々 木石 チ 混用 ン船ノ w 舷 - ァ 

ル 車輪 チ 0 轉シ テ债ニ 三， 四^ 里 二 海 里 ハ我. 力 拾 六 町 

五十八 問 三尺) ノ 速力 チ以テ 小舟 チ 進行 セ レム ル 一】 止 

マリ^ 描^ 大 1 一 シ テカ： .W ル ダ 少ナキ で ノナリ • 力 世 

ノ進 化ハ K 々ト シテ此 や V 技術 ノ發 連ネ 促が シ 一浪 千 

里 ノ势： s 以テ進 ミ创造 以來^ 力 .」 2 百餘 年ノ： ^霜 チ 

經タ ル 今！：！ (1 在- テ ハ^ノ 外形 チ始 ンド全 ク^ 化ス 

ル レリ- 

問 現今 蒸汽 機關ノ 効力 チ^フ 

答 現今 二 ァリテ ハ 軍艦 敷 a ノ如キ 排水 お-; 徘 水お トハ船 

く^ i ^ ノ H 方. S 1: ムフ) ^^五 千 噸 (我 四 百 六 ^ "A 千 HH> 

全-お^ 町 Sinn: 拾 三^ 餘ノ 大艦チ V テ能ク 一 時 11 十八 

^ m ノ 速力 チ 出サレ メ殊 一】 驅逐艦 小.：4 ノ如キ 三十 

海里 餘ノ 快速 力 チ以テ ai 航セ ン ム ^ 等其ノ 効果 ノ僳 

, 七 • 
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依 テ^タ ル艦位 ト測程 依 及 針路： 一依 テ椎^ ヒ ル艦位 

ト チ 比較 ン以テ 如何 ナ ル沏琉 ノ木艦 一. 阀セ シ カジ 

^定ン 他 R ノ^ 考 1ー 偷 7 ) 而シ テ或ハ 風力 坩加ン 晴雨 

計渐次 降下 ン 天候 不良 ノ徴ァ ル r リ或ハ 強風 來リ泯 

ほ 亦 W ク密. や. 4 や； プ 0 e 木 艦 ノ 位 K チ 0^ ス ルン 術ナ 

キ n セ ァ "或 ハ^ 苺 一一 及ンデ 天候 渐ク 靜稳： 一 倾キ深 

夜 一 一至 a テ全ク 平弒, 一 钹シ &辰渐 ク現ハ レニ 三ノ大 

a チ 觀測シ テ經捣 皮チ算 シ艦位 チ確メ 針路 プ改 定レ 

テ 所期 ノ港 n ,1: フ 「せ ァ リ逑 - 翌晚 チ以 ♦ '乙 港 附近 

ノ 陸地 チ 望兄ス ベ キノ 地 一： 達ス ベ シ此 1ー 於テ翌 U 天 

明-一至 レ パ前路 一 一方 リ乙港 附近 ノ 山嶽 燈 祭等恰 モ 相 

待ッせ ノ 、如ク 水 天：^ 髴ノ際 一一 顯ハ レ ン近 ヅク 一一 及 

ンデ 乙港ノ 海岡チ 使川シ 測鉛 線チ 以テ 水深 チ測 リツ 

、暗礁^ 他ノ 危險 チ避ケ 港 內乂入 リ逋宣 ノ處 一 一至 7 

錨 チ投" ン玆 -1 此 航海 チ了 ル 

問 無數ノ 艦船 海上 チ往來 ス能ク 街突ス ルナ キハ 

如何 ナ ル故ゾ 

答 衝突 豫防 规則ナ ル w ノア * テ离 國普づ 一 之レ -1 從フゲ 

故 二 互 一； 航路 ひ^ ル法ァ リ敢テ 衝突 ス ル 1 ナン 
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ルチ 得. *- レム ル ノナリ 

問 六分儀 トハ 如何 ナル モノ， ソ 

答踁 綽度チ 確知ス ルー- ハ 天象 ノ^ 皮チ測 ルチ耍 ス六分 

儀ハ即 f 天象 ノ-ぉ 度 チ測ル で ノ 一： シ テ又物 髋問ノ 角 

度チ測 i = 川 t ラ ル (ぬ 六十 九 岡) 

問 晴雨計 及 寒暖計 ノ應用 如何 

答 此ノニ S ノ氣象 觐測上 S メテ 必要 ナ ル ハ人ノ 普ク知 

ル 所 1 一 シ-- テ 天候 チ 豫報 ； S 艦船 一： 替戒 チ 與 ブル 要^ ナ 

問 隼 艦 ユ 於 テ 航海術 ノ 應用 -1 任ズ ル ハ誰 ナルャ 

答 航海 畏ハ 航海術 一 1^ シ テ艦， ぉチ 铺佐ス ぺ キ 職務 チ^: 

ス乂 一 名ノ 乘組屮 少尉 之レ チ 補助 ス 

問 航海術 應用ノ gl 舉ナル 實例チ 略述. V ョ 

答 今一 檻ァ 9 甲港ョ りこ 港 一； 回航 セ ント ス乃ナ 光ゾ潮 

流、 風 候.： 火 候^ チ考 察ン 海^^; ク ハ^^ー 一 依 テ^; 執ル 

ベ キ 針路 及 距離 チ知リ 木 艦 ノ 速力 一： 對比 y ーァ 0^0 

n チ 豫定 シ 旣 一一 拔錨 スルー 一 及 v テハ 羅針儀 一 一依 リテ 

所定 ノ 針路 チ保^ ン 測^ 依 (述 川ノ 部 銮看ご 1 依 リ 航走 

ffiss ブ知リ 推測 法 一一 依 リ行ク 行 ク木艦 所在 ノ 位菡チ 

測 リサ 之 レチ海 圏 上 -1 點ジ w S 又 一物 ノ眼" 一 ！g ル , 

モノ 無 キー 1 至 レバ 天文 法 (天 染觀 §ー1 ヨリ 其 位置 チ定 

ム ベ ン即ナ 午前 人 九 時ノ頃 六分儎 チ以テ 太陽 ノ高度 

> 0 り 所在地 ノ時 ^チ箨 -ノ ^線 侬ト 比較 シ テ 經皮チ 

算定；；' 次チ 正午 n ： 主リ： 史-】 太陽 ノぉ皮 チ測リ テ槔度 

チ^ 定シ以 テ木艦 ノ位遛 チ海躅 上 一 一 點ス (此 天文 法-; 

六 九 
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.5 ハ八 

問 水路 誌ト ハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 海 園-一， i 載- ンァ ル^ 項ノ 詳細 ナ ル^^ 及ビ 各地 ノ天 

攸、風 候艽他 船舶 及 海^ 一 一 必要 ナ ル^^チ 詳細 記述 セ 

ル耍卞 ：ナ リ 

問 羅針儀 ト ハ 如何 ナ ル モノズ 

答 俗 二 破石ト 稱スル モノ 一 一：；' テ之レ 一一 依テ 艦船 チ 一定 

ノ方， M -1 進航 セ ン ム ベ ク又 地面 ト； 位 S 叨暸ナ ル物體 

ノ方位 チ測リ 以テ己 レノ位 ^チ 確定 ス ル等 r- 川ュ ル 

せ ノ ナ 9 近時 専， 英人 V, ム ソン 氏 式 チ川ュ 之 レ極メ 

テ 正確 ナ ル ノ ナ レ バ ナ リ{ お 六十 七圖) 

問 海 阒 及 水路 誌ハ何 所-一 テ 調製. V- フ ル 、 ャ 

答 海^ 水路 部-一 於 テ弒判 セラ レ各 艦船 1 一 配付.？ ル而 

ン テ海眾 部外 ノ 船舶 ハ 郵船 會瓧 n 9 膦買ス ル「 チ得 

ぺ ン 海軍 水路 部ハ常 一-部 n チ^ 所 一 1 派逍 ンテ 測！ K 一一 

從事セ レ メ時々 之レ が 訂正 チ行 e 益々 粘 密ナラ シ ム 

乂各阈 ハ^; 調製 シ タル 海 園チ互 t 一一 交換 ス ル ノ約ァ 

リ以テ 彼我 ノ-使 チ 計 レリ 但： ：- ffl- 港^ 港 等 一一 關ス ル HI 

ノ ハ 之レ チ秘ス (第 六十 八阖) 

問极 線儀ト ハ 如何 ナル モ ノゾ 

答 一種 ノ 精巧 ナ ル時 計- ンテ 遠洋 航行 艦船 一 1 ハ 必要 缺 

クぺ カラ ザル 器具 チリ 即チ 常- 定 地 (通 常 本初 子午線 

即 ナ 英國綠 威： 火 文 «f チ 川フ) 一 1 於ケ ル 精確 ナ ル 時辰チ 

表示 ス ル *> ノ 11 シ テ海上 U 於テ 天象 ノ觀測 II 3 «• 箕 

知； -タ ル本艦 所在地 ノ時 辰ト相 比較； -以テ 木 初子 午 

線 ト本艦 所在地 ノ 子午線 トノ時 辰 ノ差即 t 經度チ 知 



問 海^ ト ハ 如何 ナル モノ ゾ 

答 港湾. 岬角、 ぉ唤、 -: 石 栊 ノ 位 K 形狀 ョ 水ノ 深淺、 海底 ノ 

土^ 潮琉 ノ 方 ，1:及《^^^ 一： -ャ， ル 迄 細大 漏ナ ク ^載 

シ アル 1 械ノ 51 ュ シテ 全^界 ゾー紙 h 一 一：！ 寫 セルで 

ノ、 一 港チ 一 ^二 密^ セ ル で ノ等各 川^ 一 一 應ン^ 種類 

夥 ダンク ^地- -1 於テ地 岡.. '必要 ナ ルガ 如ク 海上 百般 

ノ^ 業-於 チ 海圔ノ 必要 缺クぺ 力 ラザ ル モ ノナ？ 而 

シテ 方今^ 『瓶 川サ ル 、海 圆ハ淅 阖 ト稱ス ル で ノ 

- ン テ 地球 ノ 球面 チ平 ^ナ ル 紙面 一一 寫シ以 テ 球^ ノ 



^チ 以テ束 京ノ 正午 ハ 京都 ノ 正午 ト同ジ 力 ヲズお 一一 

今若ン 汽車^ 地 ヨリ 發シタ 3 トセ バ 京都 ョ リ來レ * 

汽車 ノ 時計 ト来京 a リ來レ ルれ 単ノ 時計 ト相 異ナ ル 

,カ 爲ー 1 衝突 チ來ス 「ァ ル ぺ キ ハ明カ チリ 此^ 害チ避 

ケ ン 一一 ハ全 SM 休つ 或ル 1 {止 ノ地 ノ^ 皮. -封ス ル時 

辰チ共 川お ザ ル ぺ 力- フズ此 共 川畤辰 チ^ ゃ時ト 云フ 

本邦 一一 於テハ ^^百 二十 Kk (淡路島 ノ 北端 附近 チ通 

過ス ル 子午線： 一 ノ時辰 チ以テ 屮央^ 準 時 ト^メ 束經^ 

二十 ^ノ^お チ以テ .S 部^ ゅ時ト 定. - 西部^ 準時ハ 

祭 湾 ^湖島 等 一 一 テ 使川ス ル せ ノ 一一 シ テ^ 他ハ ；； に. n- タ 

標 卑時チ 使川ス 

問 航海術 二 於 テ使川 ス ル Sm2 及 器 =パ 中^ モ 重要 

ナル モノ ハ何々 ナルャ 

答 海 H. 水路 誌. 羅針 依に ハ分 は、 敉跺侬 、喷 雨お， あ 暖 ^ お レ ナ 
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六 六 

ノ地點 ト稱ス ル. 力 如レ 

問祷度 ト ハ 如何 i 

答 棹 度トハ 地球 ノ赤^ m "南北 兩 S 一】 至ル迄 九十 度- 

分釗 ン 赤逍ノ 北 一】 ぉルチ 北緯 ト稱 V 南 n ^ ルチ t 

稱シ常 u 赤道 ョ 9 南北 ー1 敉フ i-p ノ ナリ 

問 經度ト ハ 如何 

答 經度ト ハ 地球 ノ赤^ h テ 三百 六十 度 一 一 分^ シ英^ 綠 

威 天文^ チ^ 通. ス ル 南北 線即 々子午線 (木： 初 子午線 ト 

稱ス) チ^ト ン テ 東西 各；.：：： 八十 度 ァリ柬 一一 在ル チ^ 經 

ト稱ン SM 在 ルケ 西經ト 稱ン常 一一 木： 初子 午^ 5 ^ 

西 二 敉 フル IP ノナ 9 

問 經度ト 時辰ト ノ關係 如何 

答 地球 ハ西ョ "朿 ：1,M テ 自轉ス ルガ 故 11^ 方 ノ地ハ 31 

方ノ地 T1 リ太 ^ ノ 南中 ス ル 「早ク 太陽 ノ南 屮ハ 即ナ. 

其地ノ 正午 ナ ル チ以 テ來方 ノ地ノ 時辰ハ 西方 ノ地ノ 

時 辰： n リ 早 シ 

地球 ハ毎 =! 即ャ 二十 四 時 n 一； 一 a 轉 チナ； -經度 チ^ 

ズ ル 「三 六十 度ナ ル. 力 故- 1 甲 地 a リ十五 度柬方 11 

在 ル乙地 ノ昨辰 ハ甲地 ノ時辰 "9 一 時 問 早 ク甲地 3 

り 三十 度 西方 一 1 在ル 丙地ハ 甲地ノ 時辰コ リニ 時問遲 

シ例 令バ甲 地- テ 正午 ナ =4 時 乙地ハ 午後 一 時 一】 ンテ 

W 地ハ 午前 十時ナ ル. 力 如シ 

問 吾人 ノ 日常 使用 ス ル 時辰ハ 標準時 ト稱ス ル モ 

ノナリ ト云フ 如何 ナ ル 時辰ナ ル ャ 

答 ^述 ノ如ク 各地 經度 ノ^ナ や -1 從 t 各 時 辰チ異 一一 ス 



航海術 之 部 

問 航海術 ト ハ 如何 

答 船舶 ノ航 行ス ベ + 進路 チ定メ 或ハ其 居. 4 所ノ位 Ha チ 

知ル 等ノ術 1ー レチ 大別 シテ 推測 法 及 天文 法ノ 二部 一一 

分， 

問 推測 法ト ハ 如何 

答 .Hasrl- 角、 岛 喷ぉ毫 $ 地面 上位 S ノ明 カー 一知 ラレ タル 

諸點ー 一依 リ木船 所在 ノ位 S チ椎知 シ以テ 其 進行 ス ぺ 

キ 航路 一； 判別， ノ又 甲乙 兩 地ノ位 S チ知ル * 甲地ョ 《- 

乙 地- 1 到ヲ ン -1 ハ 如何 ナ ル 航路 チ収ル ベ キヤ 又 其距 

n 效 M ナ ル ャチ 算知ス ル ノ法ナ 7 

問 天文 法ト ハ 如何 

答 .火 象 K 用 -I 供ス ルハ n, 月，；^ M, 及 光輝 明亮 ナル恒 a ナ 

丄チ 奴測ン テ己レ ノ W ル所ノ 位置 チ確 知ン 或ハ 羅針 

^ノ^、 ン ク地 接ノ商 北チ招 示ス ル ャ否 ヤ^シ 然ブズ 

> セ パ 何度 3： 分 ノ^ 速ァ ル ャ等 テ知ル ノ法ナ V 

問 航海術 ノ 源トナ ルべキ 學科ハ 何々 ナルャ 

答： 个而三 ft; 術， 球面 三角 術、 项ゅ 及： 人文 ゆ^ レ ナ リ 

問 前記 ゆ科ハ 如何 一一 應用々 ラル > ャ 

答 推測 法 一一 ハ重 一： 平面 三 ft: 術 チ川ヒ 天 文法-一 ハ^ラ 球 

面 三角 術、 顼ゅ及 天文 ゅチ川 フ 

問燈^ ir 角、 其 他 海上 ノ趣船 等凡テ 地面 上^ 地ノ 

位 S チ表ハ ス -1 ハ 如何 ナル 方法 チ用 フル ャ 

答^ 度 及^ 度 チ以テ ス 例へ パ我來 京 天文 S チ東經 百 三 

十九 度 四十 四 分；：： 十 秒 北緯 三十 五 度 三十 九分 十七 秒 

六 X 
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パ 其^ サ 一一 應 A 數枚チ 連結 シ艦ノ 外側- 1 附着 セ ル畏 

キ鍋鐵 製 M 材ノ端 1 一 懸^ ンテ 之レチ 水面下- 1 垂下 シ 

以， 敵 ノ魚形 水 fa チ 扼止ス やせ ノナ丄 第 六十 五 K) 

問 水雷 捕捉 器ト ハ 如何 ナ ル モ ノダ 

答^ キ^ 材 ニ木チ 艦首 n 於テ 交叉 シ之 レチ斜 一一 前方 水 

中" 一 突入 セ シ メ艽外 端 ハ他ノ M 材チ以 テ互ー 一 闳結シ 

ク ル * ノ 一一 シテ重 一 一 反裝 水雷艇 チ鬼ク 砲艦 等 一一 使用 

シ以テ 敵 ノ脚發 水 宙等チ ； s テ鑑艇 一一 危害 チ及. ホ サ .、 

ル 距離 一一 於テ發 火 セン ム ル ノ用チ ナス モノ チリ 

問 推進機 保護 器ト ハ 如何 ナ ル モ ノ, 

答 小 蒸 汽艇 及 水 W 艇 等歒ノ 防材チ 超越 ス 4 ー1 際； -我. 力 

推進機 チ拫ゼ ザ， ン メ ンゲ 爲メ其 下方 一一 附^ レタ ル 

金物 一 一 ン テ全ク 推進機 チ 保護 ス ル ノ用チ ナス 故-一平 

時ト雖 * 亦 必要 ナル ノ ナリ 

問狨 電機 トハ 如何 ナルモ / ナルャ 

答 磁石 カノ 作 川 ：ー 依 リ强キ -宽氣 チ起ス 機械 - お テ探海 

お炝 及^ 般ノ^ 氣炝 チ點ズ ル電流 ノ木源 ナリ 

問 艦船 艇等 -ー 於 テ 水雷 術 ノ 應用 -ー 任ズ ル者ハ 誰 

ナルャ 

答 艦船-在 テ ハ 水雷^ 水雷艇- アツ テ ハ艇 .k 自ヲ 之レ 

一一 任 -レ 乘組中 少尉 之 レチ 補助 ス 
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六 二 

チ裝 壤ス ル ©メ 一 1 狻射 管若ク ハ發 射框ナ ル * ノチ備 

へ之レ 一一 裝堪 ンタ ル後齩 艦チ狙 t 空 氣若ク ハ 火藥チ 

以 テ水屮 11 射出 シ敵 SI- 一命 中セ レム ル *- ノナ 义 ^六 

二 岡 六十 三 岡 六十 四 園) 

問 魚 形 水^ 命中. v バ 如何 ナ ル 効果 ァ ル ャ 

答 如何 ナ ル大 戦艦. p 沈^ チ免レ ザ ル 「日 淸戦 役ノ定 進 

ノ如 シ 

問 魚 形 水雷 ノ秘 密輋ト ハ 如何 ナル處 ナルャ 

答 水雷 ノ進 行中 調^ セ シ 深度 チ 維持 セ シ ム ル ノ 觔作チ 

爲 ス 機械 ノア ル處 ナリ 

問 水中 發射 管ト ハ 如何 ナ ル モ ノグ 

答^ 艦ノ 水準 線 以下 ノ部 a リ魚形 水笛チ 铰射ス ル發射 

• 讶 ナリ 

問^ 形 水雷 ハ 幾何 ノ 距離-一達 シ 得べ キヤ 

答 十 W 尹ノ モ ノ ハ 其冇効 距離 六^ 米突 十 人尹ノ モ ノ ハ 

八 百 米突 ナ 1 . 

II 保 式 十八 尹热形 水雷 一 個 ノ價大 約 幾何 ナ ル ャ 

答 四千 圓 

問 水雷-一 對レ 軍艦 チ 保護 ス "方法 如何 

答 魚 形 水雷 11 對シ テ ハ 防 類 網 プ^リ 敷設 水 $3 -1 封》 テ 

ハ 水雷 捕捉 器チ 附着； -又 水雷艇 等- 1 ァ ッ テ ハ椎 進锇 

保護 器チ 附着 ス ル等是 レナ 9 

問 防^網 ト ハ 如何 ナ ル モノ ゾ 

答小ナ ル鍋戗 鈸ト 稍大ナ ル瓚狀 鋼 線網ト チ縱橫 一一 連接 

y タ ル-- ノー 一 レテ其 一枚 ハ大 約廿五 w 平方 ァ 9 軍艦 



外尙^ 外面- 不； S 障碍 物即ナ 防材輕 索若ク ハ 魚網 ノ 

垂下^ チ^シ 以テ敵 ノ攻寧 船艇+ 扼止ス ル ノ 手段 チ 

施ン ァ ル せ ノナ リ而； X テ攻 一先 + ;:. え^ ノ降^ 物チ 

綿 火藥^ ク ハ 「ダ ィ ナ マ ィ ト.；等 チ以テ 破垓ス ル チ隙碍 

物 破壊 法ト 云 フ 

問 探海锘 炝ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答 强大ナ ル電氣 ぬ-一 ン テニ^ 五 千煉カ 以上，' 光力 チ有 

ン 導，^ ^ン ル 水^艇 チ^ 見ス ルノ川 ニ供ス (第 六 

十 

問 防材ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答鐵 鈸又ハ 鋼線 網チ以 テ大ナ ル 木材チ 繁ギ 港口 又ハ水 

道 等 敵 艦艇 ノ 來襄ス ベ キ虞ァ ル處 一】 浮？ a ン其 進入 チ 

防 遏スル v ノ ナリ 

問 魚 形 水雷 ト ハ 如何 ナ ル モ ノ, 

答攻 »f 水 S3 中最モ 有 カナ ル モ ノ I y テ自體 中-一原 動力 

ナ ル« 搾 空氣、 機械 及 煤 饺物等 チ有シ 長サ約 五六 米突 

ナ ル魚形 ノ可恐 兵 s -I ；-ナ 水中 一 一 射出 サル , ャ 調整 

サ レ タ ル深サ -1 於 テ^ 推進機 ノ 旋回 1 一依 り 自働的 一一 

S 進 レ 敵 艦 一一 觸衝 ス ル ャ 頭部 一一 装项 セ ル 綿 火藥逭 一 一 

煤^, ノテ其 効チ 表ハ ス * ノナリ 現今 我 海軍 一一 於テ採 

用ス ル モノ ハ ^ シ ュ ヮ I ジ コ ク フ 氏 十四 尹 及澳國 

* ウィト ヘッド 氏 十四 尹 井 -〗 十八 尹 魚 形 水雷 ノ 三種 

> ス (第 六十 一 圃) 

問 魚 形 水雷 ハ 如何-一 レ テ發射 スルャ 

答 艦艇 等 一一 ハ恰 v 彈丸ノ 大砲 一一 於ケ ル. カ如ク 魚 形 水雷 

六 一 
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六 o 

一一 小ナ ル 水雷 蠊ニ筒 チ附ケ 械海索 ト稱ス ル 網-二 V レ 

チ 結养 グ 掃海 索 ハ 水面 索ト稱 ス 4 鋼 一二 二 條ノ綱 (！ 

チ以テ 結合 セラ レ描 海^ 及 水面 索 ノ兩端 -I 

ハ 各；^ キ綱 チ附シ 之レ チ水屮 一： 入 レ^^ 端 ひ 二 一 艘ノ 

小 蒸 汽艇お ク ハ端舟 n 取" テ鬼 行； 敵， '敷設 水^： s 

鈎捉 セル * ハ 艇內 一 1 偏へ タ ル^-池 一一 依リ 我 水 雷 礎 チ 

發火セ ン メ以テ 敵ノ水 笛 チ 破填ス ル if ノナリ (節 ^十 

A き 

問 探 海法ト ハ 何. ゾャ 

答 敵 ノ舰發 的 水雷】 一 屬 ス ル^ 微 チ切斷 ン之レ チ 無効 一一 

歸セシ ムルノ 法 一 ーシ テ探海 錨 ト稱ス ル 一種 ノ錨ー 一 小 

ナ W 水雷 鏘チ附 若； x 之レ 一 ー適當 ノ長サ チ有ス ル網及 

•m 攒チ附 ケ小蒸 汽艇- 1 テ臾 むシッ 、海底 一； ァ ル^ 珑 

チ^ 捉シ之 レチ引 揚ゲぉ クハ我 水 fa 艚チ 發火セ シ メ 

以 テ敬ノ 電羝チ 切斷シ 水雷 チ 無効 一- 歸セ シム ル p ン 

ナ リ (第 K 十九 岡) 

問 水雷 反裝 法トハ 何. ソャ 

答^ 艦隊 ノ 進路 チ ii ク 】1 <:3 リ探海 法， 掃 海让ノ -- 一 1 テ ハ 

充分 ナラ ズト 思惟 ス 4 時-行" 方法： 一 ンテ 暗夜お ク 

ハ ぬ^ 一一 乘 に 一 数個 ノ大ナ ル 水 チ 大形 端艇 一 1 搭載 

シ テ敵ノ 水^ 敷 ^面 一 1 至リ顺 次. 之レ チ 敷設 ン宽氣 】1 

依テ 一^一 一 發火セ ン メ以 テ欹ノ 水^ チ 破塽ン 無効- -1 

歸セ レム i*> ノナリ 

問^^ 物 破 壤法ト ハ 何ズ ャ 

答 防 f 小水 笛 敷設 面ハ 探海^ 燈 及砲窆 チ以テ 掩護 ス ルノ 
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答 装薬 チ有ス ル脚简 形 ノ^^ - ； s テ他ノ 水雷 ノ 如ク刖 

,ー 陸上 w チ繁， カズ 水 物ノ中 1 ー铰火 « 池ト 

筒舉ナ ル«氣 铰火裝 IS チ備 へ以 テ^ 氣艉玆 水 §a ノ如 

ク歒艦 ノ摘衝 -I 遇フャ 道ーー自 ーフ 發火ス ル如ク 調製 シ 

タル *- ノナリ 故 -I 宽撖 不足 ノ ^合 又 ハ 敵 港封鈸 ノ 如 

キ應急 ノ^ 合一 一 燉 ^瓶 川 セ ラル 

以上 ノ ニ稍ハ 脚發的 水雷 ト稱セ ヲ ル何ト ナ レ パ 艦船 

來ケ « 衝セ ン カ忽ャ 一一 シテ 煤钕ス ぺ ケ レ パ ナ リ從テ 

敵 味方 ノ K 別ナク » 衝セ ル 舷船ハ 破壊 セラ ル 、 チ免 

レザル が 故 一一 味方 像 船 ノ 通行 スぺキ 铤所 一一 ハ 之レチ 

^ ュ ベ カヲズ 

問擬水 ^ト ハ 如何 ナ ル モノ. ソ 

答^ 水 ぱト ハ敏ノ 我-力 防， 水雷 チ： i 破 セン トス ル 計 策 

ひ 無効.. 一 歸 セン ノン. カ^メ 我 防^ 水 敷^ 線 ノ ^面 

又 ハ^ 外方 一一 诋布ス ぺ キ虛 水^ n シテ^ 形狀殆 ント 

^ノ 水^ n M "- 

問攻擊 水雷 ト ハ 何ダャ 

答 艦艇 一 i 於テ 使川ス ル^ 形 水^ 及 ビ防槊 水^ 敷設 面チ 

攻 gfr; ル爲メ 11 使用 ス ル諸 种ノ水 fa 之 レナ リ 

問 防 攒水茁 敷設 面テ 攻擎ス ル 方法 如何 

答 掃海^, 探 海 法， 水^ 反 裝法及 降碍物 破壊 法 之 レナ リ 

問 掃海 法ト ハ何グ ャ 

答 我. 力 艦船 敝ノ港 海或ハ 海峡 一； 進入 セ ント欲 n ル 1 一方 

9 敵ノ 敷設 水雷 チ探拽 破壊 ン以 テ我ガ 艦船 ノ 安全 ナ 

ル 通路 チ ^ ク^メ 二施ス 方法 一一 ンテ畏 キ^ 瓛 ノ 中央 

五 九 



地雷火 チ 9 

問 我 海 革 -ー 用ュル 防禦 水雷 -1 幾種ァ ル ャ V 

答 海底 水 ® 、浮漂 水雷 ま 氣脚妓 水雷、 罨氣 機械 水雷 及が 水 

雷ノ 五稗ァ リ (第五 十六 圃) 

問 海底 水雷 ト ハ 如何 ナ ル モ ノグ 

答 海底 水^ ト ハ^^ 形 ノ鉞硗 11 多量 ノ 綿 火 藥チ裝 堪レ 

之レ 1;^ 氣的發 火 装 S チ 設ケテ 海底 一 1 沈 S ス ル *- ノ 

ー1 シテ^ 上 a リ之レ 一！ 、％ 撖チ 導キ敏 艦ノ其 S 上-一 來 

ルチ 認メテ ieu 煤 钤 セシム ル * ノナリ 

問 浮漂 水雷 ト ハ 如何 ナ ル モ ノゾ 

答 浮^ 水 $2 ト ハ 海底 深 yl? 合 一一 沈設ス ル 一 種ノ 海底 ォ 

^ ：ー ；-テ 海底 ヨリ 必 ズ お IKSffi 離 チ^ テ 、沈 置ス ルチ 

以テ此 稱ァリ //^ 

以上 ノ 二種 ハ視狻 的 水雷 ト稱 セラ や 何トナ レ 

ン 水雷 ノ上 一】 來 o- ン チ視タ ル 時始メ テ發火 ノ^ メ^ 

氣 チ通ズ ル 8- ノナ レ パナ リ從サ 味方 SS 船ハ其 上チ通 

行ス ル r ァ ル _p 發火 セラ ル 、 「ナ キ. 力 故 11 味方 艦船 

ノ 航行ス ぺ キ所 1 一 レナ 歒敏ノ 通行 チ許ス ぺ カラ ザ ル 

所-沈 設セ ラル 

問^ 氣觸發 水雷 ト ハ 如何 ナル モノ. ソ 

答裝藥 チ有ス ル圆錐 形 鐡孅ノ 中-一 菴氣發 火 装置 チ設ケ 

^上 3 fl- - 鬼 欲チ 繁ギタ ル IP ノ 11 チ 赦艦來 テ之レ 一一 

觸接セ ンカ s-1 爆發ス ぺ キ せ ノナリ 故-一敏 艦ノ 吃水 

一 1 應： ン 海面 下逋宜 ノ深サ 11 沈 S ス ル * ノト ス 

問電氣 機械 水雷 ト ハ 如何 ナル モ ノ ダ 



调防羝 水雷 ト ハ何. ソャ 

答^ 港 其 他 重要 ナ ル地 點ノ防 鑲セザ ル ぺ カラ ザ ル ハ M 

人モ之 レチ知 ル此地 點ノ敵 ノ爲メ 一-砲^ セヲ レ敏ノ 

爲メ 一一 陷落 セラ ル 、 チ防 グー 一 ハ 該地ノ 前面 ナ ル 海中 

一】 敬 艦ノ砲 チ避ク ル 一一 足 ルぺキ 程ノ遠 距離 一 一 於テ 

防^ 水雷 チ 敷設； s 敏艦 1】 ；-テ 若： s 强テ砲 sfi ンガ爲 

メ I- 該地 I) 近寄 リ 防^ 水笛ノ 上チ 航過ス ル 時ハ忽 十 

二 シテ之 レチ繫 破 沈汉セ シ ム ぺ シ即ナ 海 2t 要塞 ト相 

待テ 海面, 8 "來レ ル敵チ 防禦； -敏チ レ テ 砲火 チ該地 

11 加 フル r 能ハザ ラン ム ル _t- ノナ 1 

地雷火 ハ 世人 旣 一一 之レ チ知ル 防禦 水雷 ハ 即ケ 海中 ノ 



水雷 術 之 都 

問 水雷 術 ト ハ 如何， 

答 水雷 術ト ハ 水中 n 於 テ^ 氣乂ハ 機械 ノ 作用 一 一 依 《 '煤 

發物 - 點火ン 一 狨能 ク 敵緻 チ 破 填 ス ルノ 術】 一 ンテ « 

氣燈 及ビ宽 氣チ 以テ ス ル 1^ 號汕： 等せ 亦 之レ 一一 解ス 

問 水. 雷 術 -ー 必要 ナ < ^科 ハ何 *r ナルャ 

答嵇々 ァ リト雖 *，； 一一 火ェ 及^ 氣ノニ 舉科ト ス - 

問 其 等 ゆ 科 ノ應用 如何 

答 火 エタ ハ 舉 -I 燔發作 川 1 一 限ル ト雖 * ぉ氣學 ハ 其 * 用 

0 > テ廣ク 水雷 術 全般 llsrt- テ最 11- 密接 ノ關 係チ有 

スル乇 ノナリ 

問 水雷 ノ 種別 如何 

答 水 a! ハ 之レチ 大別 シテ 攻取 水雷 及 防桀水 © ノ 二種 ト 
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ぺキ 信诚 川火ェ 共ナリ 

問 號火ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答 之レ又 短キ木 柄： s 附ケタ ル細^ キ紙篇 一； 料藥チ 艰メ 

タ ル ノ 一一 シ テ煤玆 ^チ揷 シ之レ チ靴^ 他^ キ物 一- 

封 シ^ツ * ハ苗； 一 點火ス ル故 li ^ 火光 一：^ » 'テ ^ 號 

ス ル ノナ リ而シ テ 一 二分 時 i! 燃 i p ノー^^ 火 T 四 

五分 時 n 燃 ル ノ {^ 號火 T ノニ^ y り 

問^-艦-一 於テ 砲術. N 應 川-! 任ズ ル ハ^ナ ルャ 

答 砲術^ .シ テ乘^ 屮 少尉 之 レチ排 佐ス 

問 陸 戰隊ト ハ何ダ 

答 他阀ノ £S 嶼ぉク ハ ^灣 チト 3 領セ ン. カ^メ 又ハ ^軍チ 

安全 1 一 上^ セ ン メ ンが爲 メ^ ハ Si 取 憋拨ト シ テ S 、鉞 

化お 線 等 チ 破！？ セ ン. カ^メ 又ハ 公侦 ，舵、 ^留 

人 ，k 保護 等ノ爲 メ^ « ノ乘 苠 チ以テ SI 制シタ ル銃隊 

及 砲 隊ノ總 稱ナリ . 

問 水 • 笛艇 防^ ト ハ 如何 ナ ル 「ナ ルャ 

答继 來ス ル齩ノ 水^艇 チ防退 破壊 セ ン ガ爲メ ノ 警戒 法 

一一 ；； 'テ^^ナ ル： ir ぁチナ 必要 一一 應ジ 探海^^ チ點 

ジ 一 お^^: ア 認知 ス ル *= ハ 猛烈 之 レチ射 Is- レ敵 

艇未ダ 魚 形 水雷 右 効 ffi 離內 >ー 来？ ザ * 前 一一 破 填 沈钗 

* y ^ ル v ノ ナサ 



五 五 



五四 

テ^ヲ ^兵 殺 偽 ノ 口 的 一： 供ス& .1 端 舟 及お ハレ タル 

ポ隊 3 チ 砲^ スル 1! 川フ 

問^ 彈トハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 « ^ハ^^ 中-一 多數ノ 篏彈子 チ^ 充 ン^^ チ W テ 

兩端チ 閉塞 レタ ル *- ノ 一一 V テ近钜 ノ^^ 及 端 舟チ射 

躍 スルー 1 川ュ 

問 炸藥ト ハ 何. ソ 

答榴弹 ノ體内 1ー 塡充セ ル 火藥ノ r 11 ン テ弹丸 ノ燔^ 力 

ハ 一 1ー 此 炸藥ノ 如何 一一 關ス 近時 ケ> ク お 勢 煤^ カノ 火 . 

藥 チ川ュ 

問 ilw 管ト ハ 如何 ナル モ ノナル ャ 

答^ 丸 チ燔^ セ y メ ン. 力 S メぉ 炸藥 一一 點火ス ルノ 火^ 

- シテ弹 丸 敬 艦 又 ハ^ 他ノ 物？ J 03 リタ ルか 燔發セ 

y ム ル *- ノ チ^"^:^^ ト-. ムじ弹 丸 射出 後お 千 砂時チ 

經ル ノ 後一 ー於テ 燔發セ V メれル p ノチ 時限 信管 ト？： ム 

t!s 川チ兼 ヌ ル ^ ノチ 時限 兼^ 饺^^ ト！： ムフ 

問 士、 八 a -1 備 フル 安 式 十二 尹 砲 徹甲彈 一 發ノ 

重^ 及 惯格大 約 幾何 

答 肯 s A 百 五 拾 斤惯格 六 n M 

問 信號 火箭 トハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 細^ キ紙^ ノ 内部 一 一 一 M ノ料藥 及数顆 ノぉ藥 

ひ *-) チ堪 充シタ ル v ノ ： 一 ン テ 之 レ 一】 細^ キ木 t! '乂ハ 

細 キ麻尜 ノ^チ 附 ス而： S テ火 チ點ズ レ バ忽チ 上界 シ 

尾 ノ作川 一】 依リ ffi^ レ AM0 ニ移ル * ハ 5- 颗 中空 -I 

迸 散；.^ 火光 粲爛 好ク数 海迅ノ 距離 一一 於テ諦 视-褂 
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答 戦 IT 装甲 巡^艦 等ノ E '鐡^ チ 穿徹ス ル © メ 使用 ス ル 

榷弹 一一 シ テ炸藥 一一 ハ 煤 裂藥チ 用 ュ 

問 鍛銷榴 彈トハ 如何 ナル モノ ダ 

答鍛鑭 チ以テ 製レタ ル ノ -I シテ徹 甲 榴弾 ョ リハ^ 一一 

側壁 藩ク レ テ 中空 廣 ク炸藥 S 從ッ テ 多キ. 力 故- 一 其 煤 

發カ显 t- 大ナリ 而レテ 炸薬 一一 ハ 爆裂 藥 プ 用ュ 此桠ノ 

弹 丸ハ卯 装甲 艦 及 裝甲艦 ノ沲弱 部、 土 ゆ； 乂ハ 市街 チ砲 

^ス ル等凡 テ大ナ ル煤 發カチ 要ス ル時 一一 用フ 

同 通常 榴彈ト ハ 如何 ナ ル モ ノダ 

答全ク 鍛鋼 嵇弹 n リ侧壁 M: ク シ テ n ハ 鍅チ以 テ製ス ル 

チ^ ナリト ス 

問 堅鐡樅 弹トハ 如何 ナル モノ ダ 

答^ 鐡製 一一 シ テぉ 頭部 ハ 特別 ノ 方法 チ以 テ^ 硬ナ ラ レ 

メタ ル穿甲 川 榴弾 ナ レ a 方今 多 ク之レ チ 用并ズ 

問 鋼 織 榴彈ト ハ 如何 ナ ル モノ ダ 

答 一 IIP -1 ス レ パ鋼 鐵チ以 テ製シ 鍛練 淬 硬；； V タ ノー 1 

レテ 装甲 艦チ 砲举ス ル 11 用フ ル V ノナリ 

問 花環 榴彈 及片鐡 榴彈ト ハ 如何 ナル モノ ダ 

答 此種ノ 弾丸 ハ內部 1 ー鉞ノ 小片 チ展々 積ミ 茧子タ ルせ 

ノ 一一 レ テ胧弱 ノ^お 物チ 穿通シ テ 爆裂 レ 大小 略 相 等 

レキ 數多ノ 細片 トナリ テ四飲 ス而レ テ 榭； ^鹿砦 等 其 

他腌 弱ノ 障^物 11 捣レ ル 軍&チ 射撃 ス 4 11 宜レク 又 

艦船 ノ跪弱 部 及 ffi 舟チ 擎ッ 一 1 効ァリ 

問榴 餒彈ト ハ 如何 ナ ル モノ ダ 

答內部 1】 多數ノ 餒弹子 及 V 炸藥^ 埙充 ；：' タル P ノー 一 レ 

： 五三 
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五 二 

ル P ノハ 之レひ 空^^ 藥ト 稱 ン 藥^ 更 .-ー 少キ _p ノ ナ 

問 火管ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答 火 管 トハ 瞬時 一 一 火^ チ砲內 ノ装藥 1; 通ズ ル^ー 一 レテ 

之レチ 類別 ス ル コ ト左 ノ如ン 

1 摩擦 火 管 細 管 一 二種 ノ藥料 チ^ 充ン狞 A ヨリー 

ノ金 届片チ 突出. fJ V メ之レ チ 帝引セ パ其 金属片 端 11 

刻メ ル鋸 齒部ハ 料藥ト 摩擦 ン 火 チ^ス ル ノナリ 

二 電氣火 管 管 ^内-一^ 梳 チ 架： X -ぉ 泷チ通 A テ 之 レ 

チ灼熟 レ以テ 料藥チ 玆火セ ン ム ル で ノ II レ テ^ 擦 火 

管 ン貯葳 迷搬 -lis 險ナ ル ガ如キ r ナ ク 且プ艽 働作ハ 

迅速 正確 ナ ル ノ利ァ ル チ以テ 方今^， 之レ チ用ュ 

三 擎發火 管 鎚^ シ テ 發火 セン ムル V ノ 1; レテ 方今 

電氣火 管ト共 11 併川セ ヲ ル 

問 雷管 ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答 sf^i 火^ ノ內部 又 ハ弾藥 包 チ用ュ や 小口 徑砲 ノ藥莢 

底 部- 1 裝レ タル モノ 11 レテ之 レチ打 テバ爆 好 シ火氣 

チ裝藥 一一 俾 フル ノナ 7 

問 我海眾 -ー用 フル 彈丸 -ー 幾 種 アル ャ 

答徹甲 榴弾、 娘 鋼 榴彈、 迪^ 榴弾、 お^^ 彈、 鋼 鐵^^ 花^^ 

弹、 片鍅 榴弾、 榴^ 彈、 篏弾^ レ ナ リ 

問 榴彈ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答弹丸 ノ 體內 1ー 中空 チ設 ケ之レ -1 炸藥チ 装 项 グ 00 ノ 

作用 11 依リ 燔發ス ^ モ ノナリ 一 

問 徹甲榴 彈ト ハ 如何 ナル モノ- ソ 

一 



問火藥 燃燒ノ 狀雜 ハ 如何 

答 火 チ點ズ レ パ哚 一一 燃へ 廣. カリ M 時 I- 至ほノ 熟度チ 

生 ジ化 a '作 川 チ 0 ン テ お 体 及 囚休ト ナ リ 一 尹 立方 ノ 

火藥ハ 二：. C 八十 立方 尹ノ： 丸 斯トナ ル故 ー1^シ 之レチ 

砲腑ノ 如キ狹 所-於 テ 膨腽セ ン ム ル fr ハ非 常ノ 猛^ 

11 テ 四方 ス^-ノ^ 放散 チ妨グ ル所ノ で ノ 一一 淤シ 弱郜 

チ徘 推；！' テ 瓦斯 ノ逝 逍チ 作サ ント ス^ ぃ© 砲 ：ー 於ケ 

少^ ノ 火藥能 ク 赏大ノ ^丸チ 觔 カシム ルノ 理ナリ 

問凡テ 装藥 -1 川ュル 火藥 ハ お -1 00 スル モノ ョ 

リハ 緩-一 燃 燒スル モノ チ fti トス ルハ 如何 ナ ル 

故 ナルャ 

答燃烧 綏徐ナ ル * ハ ^腑内 1 一^ カチ及 ス 1 e 亦ゾ鈸 

徐ナ かが 故 1 一 一 S 部 I- ノミ ：せ 大ノ趙 カチ受 ケン. * ル 

「 ナク 弹丸ノ 砲口 チ離ル 、 一一お テ ハ之レ 一一 i は ノ笾 

カ^ 陚與ス ル ノ利ァ レ バ ナリ 

問 火砲 ノ装 藥ト ハ 如何 ナ ル モ ノナ ル ャ 

答 弧 丸チ 射出 ス ル^ノ ノ火藥 -1 シテ 巨^ 一一 在 リテハ 多 

ク 港-一入 レタ ル V ノチ 用 t 逨 射 砲 一一 在リテ ハ 多ク藥 

莢 ト稱ス ル^ 銅 M 圆筒ー 一 入レタ ル せ ノチ用 t 小口 徑 

ノ 速射砲 一一 至" テハ 弹丸ト 装藥 荧チ 連接 ン裝^ ノ便 

, 一 供 スルコ > 小銃ノ 彈藥^ 二 於ケル が如レ 

問 禮砲 S 砲) -1 使 川 ス ル 裝藥 モ 亦 同 ジ キ ャ 

答^ 藥 一！ 三 ® ァ ^00 -ー 使 川スル p ノチ ^装 藥ト ：ム C 

薬^^で 多ク次 一一 平^ 射擊 演習 一一 使川ス ル V ノテ滅 

^薬 ト っム t 藥^ 稍々 少 ； s 而 グ テ演 お及^ 砲 一】 使 川 ス 

五一 
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問 帝國 一 等戰艦 敷^ ハ 如何 ナ ル 大砲 チ懾フ ルャ 

答 安 式 十二 尹 砲、 四 EZ 十五 珊逨射 砲. 十四 門 

安 式 十二 斤逨 射^- ra: 十七 密米^ 射 砲、 十二 門 

間 大砲 ノポ 艦-一^ 附ケ ラル 、投樣 如何 

答 十二 尹 砲 ノ如キ A 尹 速射砲 ノ如キ ハ 砲塔 ト稱ス ル 厚 

キ 甲鉞ノ 砲^ 内 - 据付ケ 甲^ ハ ral 定ンテ 動 カズ 大砲 

ハ 甲^^ ノ少； -ク 上方-一 於 テ K 上 蓥ト共 一】 自由 一一 旋 

回 ， 

十五 珊砲 ハ 戦 檻 一一 於 テハ多 ク 「ケ ー ス、 メ 1 ト. -ノ 內 二 備 

へ ラ ル 「 ケ I ス、 メ ー ト. -ト ハ 四面 稍 キ甲銶 ^一一 テ困マ 

レタ =4^1:1 ンテ 砲 ノ前^ ハ 砲門 ヨリ 突出 ス 

問 近時 ノ 大砲 ハ 如何-一 レテ發 射スべ キヤ 

答^ 氣又 ハ ノ 一 1 依リテ 设火 ；- 發 砲手 ハ 照 gi. 

iuu キチ $タ ル * 随怠發 射 ン^ ル^ 装置 シ ァ" 

S お ぉト ハ 打針ノ 打撃-一依？ »5 火 セン ム ル 7 云フ 

問 夜問ハ 如何-一 レテ 照舉ス ルャ 

答 夜中 照準^ ト稱ス ル で ノア リ照 ゆ 器, ー小ナ ル €M0 

チ點シ 之 レー 一依 テ 照準 チ ナス 

問 火藥ト ハ 如何 ナル モノ 力 

答 火藥ト ハ之レ -1 火 チ 點ズ レパ卒 11 多 S ノ 熟 度 及 瓦斯 

チ生& ^膨胀 一 1 依リ弹 丸^ 他物 休チ 排椎ス ル ノ 11 

シテ^ 原料 ハ碓 石、 硫资、 木 炭ノ ！ニ 物ナリ 

問紐狀 火藥ト ハ 如何 ナル モノ 力 

答 一^ ン無 烟火藥 一一 ンケぉ 形 紐狀チ ナス チ以 テ此稱 7 



位 11 俊ス 

右 ノ如ク 砲 * ハ砲 鞍內チ 進退 ン 砲鞍ハ 固定 シテ； s 力 

ザル. 力 故 11 砲 鞍 -ー 附着 セ ル 照準 巷 ハ 耷 V 發砲 ノ爲メ 

危險 チ^ム ル 「 ナク又 移 觔セヲ ル , r ナン 從テ敎 砲 

手ハ 絕へズ 敵艦チ 照华 ス ル n トチ得 

弹藥 ノ裝^ 了リ 次^ 何時 一： チ A- 發砲ス ル n トチ 得べ 

レ 

砲 架 ハ 數多キ 鋼 球 ノ上チ 滑 助 ；-發 砲手 一人 ノ肩 一一 チ 

迅速 旋回 セ レム ル コ トチ得 

尾栓ハ 一 舉勅 ト稱ン 一 ノ粑柄 チ執リ 後方， 一 轉ズ レバ 

即 ナ閲キ 裝塽チ ナシ 得. へ ク裟 坝了テ 粑柄 チ 前方 1 一 轉 

ズル * ハ 直-一 堅 ク砲尾 TS 閉鈸ス 

問 速射砲 ノ 發射 速度 大略 幾何 ナルャ 

答大ナ か * ノ即ナ 八 尹 砲 11 在テ ハ 一 分 問： 一四 铰 十五 珊 

砲 11 在 リテハ 二 分 問 一一 七發、 十二 糠 砲 1! 在 リテハ 一分 

間 十發、 四十 七 密米砲 1 在 リテハ 一 分 問 1; 三十 發 

問 各種 砲ノ砲 U 直前-一 於テ穿 入. レ 得べ キ鍛鉞 板 

ノ -厚サ 幾何 

S 士、 人 岛等ノ 安 式 十二 尹 通 紫 砲 千 百 四十 密米 

高 砂 等 ノ安式 人 尹 速射砲 六 百 六十 密米 

各 趣 ノ安式 十五 嘛逨射 砲 四百 三十 密米 

各 艦 ノ安式 十二 斤 逨射砲 二百 六密米 

各 艦 ノ保式 四十 七 密米重 速射砲 百 五密米 

近時 ノ鋼鉞 ^ハ 堅强ナ ルチ以 テ緞鐵 钗ノ約 牛厚ノ S- 

ノチ赏 キ得ぺ キノ ミ 

B 九 
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B 八 

重量 -I 依 リ何斤 砲、 トハ 使川ス ル^ 丸ノ重 S 一 i 伎リ砲 

ノ 大小 チ示 ス^ナ リ 

問 砲 ノ長ハ 通例 如何-一 レテ 示サル 、 ャ 

答ロ徑 ノ倍數 チ以テ ス假令 X 四十 五 口 « 十五 珊笾射 砲 

ト云フ ザ如ン 

問我ガ 海軍-一 使用 ス ル 速射砲 ハ何々 ナルャ 

答 安 式 八 尹^ 射 砲， 安 式 十五 珊逨 射^、 安 式 十二 碾 速射砲 

安 式 十二 斤 速射砲. 保 式 w 十七 密米 1 三 斤) 速射砲 及 同 

上輕 (二 斤 半) 速射砲 之 レ ナ リ 

問 初速 ト ハ如： pi ナル r ナルャ 

答 弾丸 砲口 チ離ル 、 *ぉ ス ル 速力 一一 ンテ 通例 一秒 時 

-1 何 米突 ト^ ス 而 ン ケ 飛行 距離^ 火 スルー 1 從 t 弾丸 

ノ 速力 滅少 ス ルが 故； 一 00 -I (：a ルャ 4=5- ffi 離 一】 應ジ弹 

丸ノ效 力-一^お ァリ安 式 八 尹逨 射^ ノ 初速 ハ入 百 八 

米突 一 一 ンテ安 式 十二 尹 通^ 砲ハ 七な 三十 二 米突， 安 式 

十二 斤 速射砲 ハ 六 百 七十 W 米突， 保 式 四十七^^ 輕速 

射砲ハ 四百 五十 米突 ナリ 

問 小口 徑 速射砲， '用途 如何 

答 水^艇 ノ^ 沈、 裝 S- 艦 ノ 非^ 甲 部 及 非 裝 甲艦ノ 射 取、^ 

令 塔 又 ハ^ 塔 等ノ S 隙 一一^: t ffl gf ス ル^ T 一； 川ュ 

問 乞 フ安式 速射砲 ノ 大要 チ^ 力 ン 

答 砲み ハ砲鞍 ト稱ス ル 架筐 -ー 嵌入 シ 發砲 ノ際 砲^ ハ 砲 

鞍内- 一 ^返； -砲鞍 一一 附^ セ ル水壓 返 筒 一一 依リ 抑止 

セプレ タル 後 砲身 ト 砲 鞍 チ 聯ネタ a 瑯 子杆】 一 雜へ ル 

大ナル 發條 ノ 作用 一 一依 リ再》 前方 -I 推進 セラ レ _K i 
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機^ 部 一一 聯接 セ ル卷ー 1 シチ I* 7 敵 兵 チ掃擎 ス ル 11 用 

ュ 而レテ 一分 時 H-1 一千 發ノ 多キチ 發射レ 得ル p ノ 

r リ 

尋常 機 砲 ハ専ヲ 水雷艇 ノ 破壊 一一 用フ ル v ノナリ 

問 艦砲. 艇 砲. 野砲 ト ハ 如何 ナ ル モノ ナルャ 

答 艦砲 ト ハ艦内 甲板 各所 一一 配備 セ や 諸般 ノ 火砲 一一 ンテ 

樯樓 (m 艦 ノ ^ 一一 附^ セル 大ナ ル盥 ノ如キ でノ) ュ在ル 

モノ や 檣樓砲 ト稱ス 艇砲ト ハ 端舟チ ^装 スル * 艇首 

- 備フ ル小砲 チリ 

野砲 トハ^ 戰隊ノ 使用 ス ル小砲 一一 ；-テ 多クハ g: 十七 

密米輕 速射 チ 用 ュ 

問 陰 顯砲ト ハ 何， ソ 

答 照^ 發射 ノ際ノ ミ 敵， 眼 ュ 0. レ 其他ノ 時 ハ常ー 】 又 

ハ甲 鉞ノ內 クル 、 モノー 一 ンテ歒 ノ爲メ 砲^ 被 填 

セラ ル 、 II 站 ダ 稀ナリ 

冏內 简砲ト ハ 何ダ 

答 大砲 ハ ^々 ^砲 ス i * ハ逑ー 一 ^掼 シテ用 11 墦 へザル 

11 至 ルペン 左レ JB 胰々 射擊ノ 嵇古 チ ナサ.、 レバ 砲手 

ノ 熟楝チ 期" ノ難： ノ故 一一 大砲 ノ內ー 一 更 一一 小 ナ か 砲身 チ 

挿入； -該砲 一 一 依 リ發射 ノ棟 習チ ナス * ノナリ 此小砲 

チ內 简砲ト 云 フ 

問 何お 砲 何 通 砲 何 密米砲 何 喺砲何 斤 砲 ト稱ス ル 

ハ 如何 ナル r ナルャ 

答！ ？サ， 砲乂ハ 砲何密 米砲ト ハ砲腑 内面 ノ疽徑 即ナ 

口 輕 一； 依 リ^ノ 大小 チ示 ス^ー； レテ何 噸砲ト ハ砲ノ 
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S 六 

臼砲 ノ達セ ザん 距離-で 能 ク之レ チ川ュ ルケ 得 ベ y 

海^ 砲 垒 "一 ハ絲 臼砲 及^ ゆ 砲 ト^ス i 门砲及 忽微砲 

ノ 進歩 レタ ル モ ノチ用 ュ蓋ン はに 砲お ハ^ 艦 ノ如ク 

動甚ス *r ナキ チ以ラ 距離 チ 測ス ル 「チ^ 從テ照 

準ス .-r 容易 ナ ルガ 故 1 一 此等ノ 砲 チ用フ ル P 尙大ニ 

命中せ レ ム ル 「チ得 可 ク且ッ 製造 容易 一一 ン テ愤格 低 

廉ナ ル等 ノ利ァ レ パ ナリ 吾邦-一 テ ハ 廿四瓒 砲. 廿 

八 * 榴弾砲、 廿七、 廿四、 十二 珊ノ 加^砲 等 チ用フ 

問 海軍 -1 使用 ス ル砲ノ 種類 如何 

答 海 m 砲 ！ー ハ 安 砲、 加 IT 克 砲、 保 砲、 諾 碗 、俄, Tfl^lKl.r 砲 

等 ァリテ 大小 長短^ ノ差 異ァリ ト雖ぉ 通常 砲、 速射砲 

及 機 砲 ノ 三禰 一一 大別 スル r チ^べ シ 

問 通常 砲トハ 如何 ナル モノ ダ 

答 速射砲 及 機 砲 一 1 馬 セザル 火 砲ナリ 

問 速射砲 ト ハ 如何 ナ ル モ ノ. ソ 

答 迅速 一】 弹藥 チ^^ スル r チ ^俯仰、 旋回 共 一： 極 メテ輕 

易 一一 シテ而 で 多数 ノ人 n: チ ，ス た ズ饺砲 中ト雖 _e 絶へ 

ズ 照準ス ル r チ W ぺ 々- 從ッ ゲ^ 射ノ 速度お 大ナ ル 

ノナリ 

問 機 砲トハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 機砲ト ハ ^喷、 ^射 共^ 機械的 ：1 行 レ テ 弹藥： sra 斷ナ 

々供給 ス レ パ^; 餘ハ 機^ チ； 迚轉ス ル 一 一足 ル ぺ キ 人力 

チ加 フル ノ ミー 一 テ 緩急^^ ノ 速度 チ以テ 無败 ノ 彈丸 

チ 發射 シ 得ぺキ v ノナ リ之レ チ分+ 'テ 速 銃砲、 尋^ 機 

砲ノニ トス 迷 銃砲 ハ 数お ノ銃 チ 束 子 テ 之レチ 1 ノ 
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問 球形 彈丸 チ廢 レ 椎^ 形 畏^ ヲ川ュ ル -ー 至リ レ 

ハ 如何 ナ ル 故グ 

答 飛行 ス ル物 ノ空 氣ノ 抵抗 一；^ t テ^カ チ诚ズ ル ハ 

^ 苽 S ,1! 反比 洌ン 抵抗 -ァ K ス ク ル而^ 一 一正 比例 ス故 - 

弹丸 チシテ 遠距離 -I ^ セ シ メ ツ^ 的ノ 抵抗 一一 勝ナ 

深 ク穿入 セレ ソン トセ バ 弾丸 ハ 可成^. チ 小 一- - 

Kffis チ 大 一一 ； -且ッ ^頭 郃テ强 ％ 尖鋭ナ ： フン ムルチ 

要 ス之レ 球 弹徘斥 セヲレ 椎.： ^弹^ 用 セ： フル、 一一 至 レ 

ル 所以 ナリ 

問 大砲 ノ 砲お 面-一 施條 ト稱ス A 蝶 旋狀ノ 淌チ設 

ケタ〃 ハ何ノ 爲ナ〃 ャ 

答. 弾丸 ノ 後部 外周 -1 敉企 W ノ ^ブ 附 y 弹丸 ノ腑 屮チ 

進行 スル ^施^ -】 迫 入 -ン お 方，： I 一一 從 V 0 0 シ 砲口 チ 

出 や .七 ^ ^ .ぉ 蚰ノ 周困ュ <H 轉セ y メ以ヶ 推お 形お 彈 

チ シ テ 飛む 屮常 二 お 尖顼チ 0 二 ン 先 後轉倒 ス i 「ナ 

カジ シメ ン， 力 $5 メナ リ 

問 臼砲 及忽 微砲ト ハ 如何 ナ ル モ ノダ 

答 臼砲 ハ 烺砲屮 お モ^ 小ナル * 一 1 ン テ ^-k サ 五-: ハロ徑 

一一 0 ギ ズ 忽微砲 ハ 大砲 a リ短ク S 砲 ヨリ ハ稍々 &ク 

其 ^サ凡 5 '十 口 徑ァリ S 砲ハ 弾お 大 一一 裝藥 S 小 11 レ 

チ遠钜 離 1 一 逹セズ 之レチ 發射ス ル 一】 ハ大ナ ル 仰角 チ 

用ュ之 チ以テ 弹丸ハ 一 且ぉク 中空 1 一飛 ビ更 11 地上- 

落下 ス即ケ 臼砲 ハ 平玑ナ ル物 休お ク ハ 小 丘 森林^ ノ 

如キ 遮^物 チ隔 テク ル 物休ノ 上方 1- リ ⑩ 丸チ 投射 ス 

ル-用 t 忽徴 砲ハ 臼 砲 一一^- ズ ル川ジ ナス モノ 1; レテ 

K 五 
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亦 甚ダ確 K ナ クズ加 フル ：ー s-m^0 ル籼雜 二 ンテ旋 

回 俯仰 等ノ 操作^ ダ^!^ ナラ ズ且ッ 照準 ノ 方法で 又 

甚ダ 幼稚 ナリ シが故 時ノ 海戦 ハ 多ク 艦々 殆ン r 

其舷 チ接ス ルガ 如キ 近距離 一一 於テ將 敗： s 决ス ルチ例 

問 其 後 大砲 ハ 如何 -1 改. U セラ レレ ャ 

答沧腑 砲變： ンテ 施條砲 トナリ 球^ 變ジテ 推 K 形^ 弹ト 

ナ リ前裝 砲變 ；：-- テ 後お 砲 ト チリ 逑 11 ロ徑 十七 尹、 重量 

百 十噸ノ R 砲 ひ 見 ル 一 1 至 レリ 

Sj 砲ト ハ， S 方 即チ， 丸 ヲ装ス ル モノ- 1 シク後 装 a~ ト ハ 

後方 即チ 3~尺 ヨリ _s 丸？ K ス ル モノ ナ， us ト ハ W 腆ノ Kffi-ls- 

ク即プ _s 丸ノ Kffi* 微小 ノ^ァ ル ノ i 

問然ラ バ 近時 ノ大^ ハ 如何 

答 巨大 ナ ル p ノ及 細小ナ ル で ノ 、外^ ク 速射砲 チ 用,, 

其發射 速^ 著シ ク^ 大； - 八 尹 速射砲 ノ大ナ P 二百 

十斤ノ 弹 丸チ 一 分 時！ ！ー1 四！：^ 射；,' 得， i 一一 至 レリ 

速射砲 一一 ァヲザ =4 焴砲 せ 亦大 ：ー 進歩 グ 共 11 舊時ノ 比 

一一 非ズ 

問 大砲 ハ 如何- 1 レテ 造 ル ャ 

答 西屛千 A 百 五十 w 年 顷英國 ノ安氏 7 1 ム スト" ゾ 「纼 

氏) 肘 成 法 (先 ヅ砲ノ 心 核 タ ル ベ キ 內筒チ 製； s K 外 1 一 隙 

間ナ ク鋼^ ノ^チ 繁シ ク嵌メ タ ル _p ノ 明 シ爾來 

各國 一般 一： 此法 テ採川 セ シ • 力 近時 ハ ，ぉ キ 鋼線 チ 掊 キ 

或 ハ鋼鐡 鎔解 中 一】 壓カ チ加フ ル ノ方法 一一 依" 一 展 强 * 

埜ナル 大砲 サ製出 ヌル-一至 レサ 

. I 



— J 

8 一 

： J 一 

砲術 之 部 ， i _ 

問 砲術 ト ハ 如何 ^ 一 

答斌砲 及之レ ー1 嗣ス ル諸 件^ 丸、^ 藥、 砲 架ぶ ご5 就 キ其應 

D 

用 及 原^ チ考 究ス ル ノ 術ナリ 

問烺砲 ト ハ 何ダ 

答 焴砲ト ハ^ 種ノ. 砲チ 總括ス ル^? - シ テ^ 形狀及 性能 

11 依 リ古來 大跑、 忽微 砲、 3 砲 ノ 三種-一 區別セ ，ル 

問 大砲 トハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 大砲 即ナ 直射 砲ハ 偕少ナ ル 仰角 ^ ク ハ 俯角 チ以 テ玆 

射 シ^ 弾丸 經過ノ 通 跡殆ン r 水平 一一 近キ S 線チ ナス 

で ノー 1 シテ 海^ -1】 ハ專ラ 之レチ 使 川ス而 シテ 大ハ以 

チ 艦船、 砲 ^城市 等 チ^ 破ス ル 一 一充 テ小ハ 以テ 水^艇 

等チ 破壊 ス ル 一一 充ッ其 &サ大 約 四十 ロ徑 以上 ナリ ，1 

(拄) 仰 « ：ト ハ班 口？ 水 > 上-一向 ケ 水 <WK _1 シ テ W 角 ト "水平- タ 

下 _- 向ケ タ负皮 ナサ 

問 古代 ノ 大砲 ハ 如何 ナル モノ ナリ レャ 

答 h: 臍 千 三百 年^ 火 藥ノ發 明 セラ レ y ヨリ 火器 淅ク世 

一 一行 ハ レ千五 百年 代 一一 ハ 大砲 廣ク 世-用 t ラル 、 一一 

至 レリ 彼 ノ^ 名ナ ル西迸 牙 ノ無欹 艦 睐ハ百 三十 ニ艘 

ノ軍衝 I" リ 成リ： 大艦ハ 砲 五十 鬥 チ有レ タ《 'シト 

云フ最 v 古キ 火砲 ハ ^距離 1ー 於 テ 石^- 鐵 片等チ 射出 

レタ ル モノ 一一 シテ K 後 球形^ 彈チ 玆射ス ル 一一 至 S シ 

モ^: 其 砲身 短 ク砲腆 面平汾 -1 ンテ溝 チ^ ケズ 後端 ハ 

全ク 閉鈸セ ブ レ タルー 稗ノ お^^ 11 シ テ前裝 ^膦砲 

> 稱セ ブ レ 弹丸ノ 速力 遲^ ナ ル ノ ミ ナラズ 其 命 屮^ 

B 一 -1 
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* '二十 三 騸 

？ I お- 



*• 二. s S 

寸へ 碌 



マ a 二 

^器 ナリ 

此瀰深 俵ハ細 キ鐧線 一一 重 鉛 チ附シ 海底 二， 沈 メ^ 水^ 

-1 依リ 深サチ 知ルぺ キ HJ ノナリ 

問戰脚 準俯ト ハ 如何 ナル事 ナルャ 

答 弹藥、 炭 水、 人 aol 品等 一 切 必要 ノ物チ 補充； -戦 囲中不 

用ノ モ ノ及戦 翻 中 害 トナ ル ぺ キ木^ 等チ 陸揚ゲ ン齩 

チ見 y 力 直-一 戰鬪, hgg 始レ得 ルガ 如ク 準備 ス ル ,1 ナ 

問 端 舟 軍裝ト ハ 如何 ナ ル事. ソ 

答 艇砲及 銃 手 チ載セ 端舟チ 武裝ス ル^, 一 レ テ或ハ 陸戦 

隊チ 揚陸 セ ^ メ或ハ 敵艦チ 捕獲； -或 ハ敏ノ 商船 チ臨 

檢描拿 レ或ハ 牛 クハ未 1§ 國ノ 土民 等, 一封 ス ルー JA 

威 的 述動チ ナス * 等-施行 スル モノ ナリ 

問 艦隊 運動 ト ハ 如何 ナル事 ナルャ 

答ニ艘 以上 ノ 軍艦 ヨリ 成レ ル 艦隊 ガ種々 II 陣形 チ變化 

ス ル 運動 チ云フ 

問艇隊 速動ト ハ 如何 ナ ル事ナ ル ャ 

答 數多ノ 水雷艇 若 クハ端 舟, s 以テ 組織.,, ル艇 隊. 力，々 

一一 其 陣形 チ 變化ス ル 運觔チ 云フ 
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答ゥォ ー 力 氏 測^^ ト稱ス ル ノニ シーア 一 ノ旋 0 器！ 一 

^キ 小索チ 附 シ 之 レ チ 海中 一一 投ズ レ パ 旋 0 器 ハ 0 一一 

曳カ レテ 旋回 ン^^ 觔チ 指針^ ト稱ス ルで ノ 、诲检 

一一 傳へ途 11 時計 ノ時チ 示ス. カ如ク 航^ ンタ ル 浬数タ 

表示 セン ムル P ノナリ 

問 海 ノ深サ チ測ル 測深 俵ト ハ 如何 ナル モノ ナル 

ャ 

答 尺度 ノ 符號チ 附ケタ ル細 索- 一 鉛チ 結お ンタ ル で ノー 一 

y テ 港^ 出入 ノ 際 等 使 川 ス ル 二十 ハ呎) 以內 ノ m 

サ チ洳ル ： 一川 フ ル V ノテ 線 ト稱： s お 以上 ノ 

深サ チ測ル モノ ザ 深海 測鉛 線 トー. ム フ 

問 測深 俵 -1 ハ 機械的 ノ モノ ナ キヤ 

答 有 リ我海 使川ス ル v ノ ハ タム ゾン ぶ 測深^- i ダ 

ケ艦 船ノ述 力 チ拔ム ル 「ナク 迅速 精密 ユ 測深 シ^ル 



ト M *- :1 ft ノ 化へ I： 物ノ作 川 11 依リむ "火光 テ玆ン ^, 

^チ シテぉ 所在： r 知 r- シム ル ； ー便ス 

問 艦船 ノ 速力 ヲ測ル 測 程侬ト ハ 如何 ナル モノ ナ 

ル ャ 

答 尺度 .N 符號チ 附ケタ ル小索 11 小ナ ル ほ^ 板 ザ 附 シ (■ 

^0^^ タルで ノ 1 シ -ケ 之 レ チ流ン ケ或ル 一定 

ノ時 g! 內 一一 流出セ ル サチ 測リ以 テ艦ノ 速力 チ 計算 

ス ル r チ得セ ン ム然レ ほ 方今 多 ク简便 確 K ナ ル 機械 

的ノ IP ノ チ用フ 

問 海 Ban 使用 ス ル桷械 的 測 程饯ト ハ 如何 ナ 〃モ 
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Bo 

ス ル^ 所ナ 9 

士官 室士 {a 以卜： 及准丄 官ハ 各 a 私室 チ有； -之レ 一一 寝 

臥 ス 

SI 然 ラバ 士官 次 室 士官 及 下士 卒ハ 如何 -1 レテ •；« 

臥 スルャ 

答 帆布 チ以 テ製シ タ ル釣床 ト稱ス ル _p ノ - 痠^ ス 

問 艦船 -ー 使用 ス ル 銅線 ノ網 ハ何ト 云フャ 

答 鋼線 綱 (ス ナ— ル、" ィ ャ、 " 1 プ) ト ハム フ 

問 ^艦-一 備フ ル端舟 チ 大小 ノ 順序- 1 從ヒ其 名， K 

示 セ 

答笫 1 『ラ ン ナ j 大 廣_フ，- 備ニ 

i 「ビ ン 子， I ス」 

^三 「パ I ヂ 」 

^四 「力 クタ！」 

0^.t ョ リ ー、- ホ 1 ト., 大艦. 一 

^六 「• 力 レ J 一名 艦 设端舟 一 

^七 『ギ グ」 i 以 下士 .yf ュプ iss^ 人 S シタ清 ダラ 

お, ^「ヂ \ — 方今 之レヲ W へズレ テ小ナ | 

^-ノ T- ンキ 」ル 大和 》，5W フル モノ 多シ j 

冏 救助 艇ト ハ 如何 ナル 端舟チ 云フャ 

答 航海 屮談テ 海中 二 陷 リタ ルモ ノア 一之 レチ卸 

ン 救援 一 1 趣クぺ キノ 準備 チ常 1 ーナシ アル f ノチ 云フ 

問 救命 浮標 ト ハ 如何 ナ ル モノ. ソ 

答 人 ノ海屮 1 一 落ナタ 4 * ノア ル * 直 1 一之 レチ 落下 セ V 

メ之レ -1 鎚リ テ以テ 安全 ナヲ A メ 救助 艇ノ至 i 迄：： t 

體チ 依托セ シム ル S- ノ 11 レテ夜 問 < 海水, 一， 下ス レ 



(川 1! ナ > 



-SS フ. 



ル gJ^J 雙座艇 一 1 人 * 慶シ ク潜グ * ノ 
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墮 機械 11 依リ 操作 セラ レ 一 人ノ カ能ク 自由, 一大 艦チ 

左右 ス 4 チ得ぺ レ 若レ是 等 機械 ノ 破損： -タ ル * ハ人 

力 チ以テ 操作 ス ル _p ノ 二 レ テ 此^ 合 一】 ハ 多数 ノ人員 

チ 要ス 

問舵ノ 操作-一 使用 ス ル語 擗テ 略解 セ ョ 

答艦ノ 前進 セ ル * 其 艦 チぉ方 ー1 ゼンム ル は 操舵 ス 

ルチ 面舵 トー： ムフ 

0 ノ 前進 セ ル fr 其 艦^ チ 左方 一一 0 ゼ シ ム ル は 操舵 ス 

f t. ft- . .. 

力 チ 取.^ トー! s フ 

現 二 艦ノ， M キぉル 方， 1： 一-進 ム^ 操舵 ス ぺキチ 冗き- ト 

云 フ 

問大 艦；； ：！ 舶ノ 安全-一 滞港ス ル ハ何ノ カナ ルャ 

答 錨 及 錨 頻^ レナ リ錨鈕 ハ大ナ ル鉞銥 1ー シテ 猫， '攻上 

一一 附^" セル^ ^一一 取附ク . 

錨ノ爪 ハ^ク^ 底 ノ 泥中 一一 嗨ミ入 リ且ッ 錨鈸ノ 幾分 

ハ 海底 1! 布 力 レ益々 泥ノ 抵抗 チ强 クス此 抵抗 ト錨及 

錢餓ノ 重お 一： 依リ 艦船 ハ^ 位 S 一 1 靜止ス „iv ノナリ 

錨 ハ ^錨 機ト稱 ス ル 機械 チ 以テ揚 グル モノ, 一； -テ投 

錨 スルー 一 ハ^-之 レチ 落下 セ レム ルノミ 

問 艦長 室、 士^ {4fT 士官 次 室. 准士 宵 室 ト ハ 如何 ナル 

室 ナルャ 

答 艦長 室ハ 艦 ノ 事務 チ處^ ス * 所士. 官室 ハ别； R 以下 

大尉 及 相 常 以上 ノ 公 室、 士宵次 室ハ中 少尉 及 相當官 

ノ公 vc ^ 士 in ハ §^ 丄 ノ公室 一一 シ テ 旗艦 司令^ 窗 

又 ハ 司ムリ W ノ 乘 艦), 一 ハ 將^ 室 ァ "將官 ノ 公務 チ處理 

三 九 



ミ八 

問廿七 A ^ ノ^ノ 两 ：：： 小 丸， 如 ク戰 時^ 船 チ 武装 

レテ^-艦 トナ. v レ モノ チ 何ント 云 フ ャ 

答 補助 巡祥緩 

問 司令塔 ト ハ 如何 ナル所 ナルャ 

答 戦 翻 一一 當リ 司令 K 官、 艦 長^ 般ノ號 令チ司 ル所ュ テ 

甲板 上尤！ 1- 遠 兌ノ 容易 ナ ル位 S ユ^ ケ甲鉞 ^チ以 テ 

之レ チ囤繞 ン齩弹 チ防グ 一 i 僦 フ而ン テ砲 奎 、^藥 ^、機 

躕室等 11 命令， ノ^ ぺキ裝 ia 及 ビ^ 他 戦閼并 一一 艦船 拢 

縱 一一 必要 ナ ル 一 切 ノ物チ 包^: セ ル至 耍ノ， 3 所ナリ 

問 艦橋 ト ハ 如何 ナ ル所 ナルャ 

答 上甲板 一一 一段お ク 設ケタ ル狨令 座- 1 シ テ此處 一； ^ 0 

船 操縱ー 一 必要 ナ ル 一 切ノ 機：^: ァ僱フ 

問防缵 甲板 ト ハ 如何， ナ ル モノ. ソ 

答酞弹 一一 對： s 弾 藥^ 機 gl.M^ 艦 ノ^ 所 チ掩， ハ ン ガ爲メ 

上 一】^ リタ ル^ サ大 約！ 二 吋 ノ^ 甲 形鋼鐵 甲板 ナリ 

問 街角 トハ 如何 ナル モノ ダ . 

答 艦 首 1】 於テ 水中 1 一 突出： s タ ル^ 牢ナ ル尖頭 一： シ テ 欽 

艦チ 衝突 破 壊ス ル^ノ ノ で ノ ナリ 

問 二重底 トハ 如何 ナル モノ * ソ 

答 艦底ノ ニ^ー 一 リタ ル處 n ンテ外 底破ル 、 で內 fenl 

依リ 海水 ノ浸入 チ防ギ 以テ沈 ほス ル チカラ ンム ル, I！ 

ノナ C 

問 艦 ノ 前進、 后 返 ハ 機關 - 一依 ル モノ ナレ 先实左.？ 

隨意- 一万 向 チ變ゼ レム ル ハ 何者 ナルャ 

答 艦 ノ 後尾 水中 -1 在ル 舵是レ チリ 蛇ハ 蒸從、 宽氣或 ハ P 
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時機 n 乘 "ノ 负形水 §5 チ 以 テ 馱艏 チ 攻 破碎 スル ip ノ 

ナ リ 

1 等 水^艇 ハ航洋 水 ea 艇ト稱 ^ 艦隊 一 ー隨從 航海 ス ル 

r チ 得 現今 我 海軍 一一 テ ハ 英！/ ャ ー a J 式佛阈 「ク ル ] 

ゾ J 式及ビ 「ノ ル マ ど式獨 S 「レ 1^3 —」 式 ノ四 種チ有 

ス . 

問 潜行 水雷艇 ト ハ 如何 ナル モノ. ソ 

答 水中-一 潜航 ス ル r チ得 可キ 水笛艇 II シテ酞 艦 チ見ル 

ャ 水中-一 潜行 出汊シ 水雷 チ以 テ^ 艦 チ攻擎 破壞ス ル 

モノー 1 レ テ未ダ 充分 ナ ル桊効 チ見ズ ト雖ぉ 後 來可恐 

乇 ノト ナルぺ シ 

問 測量 艦 練習 艦ト ハ 如何 ナ ル 笨爐ナ ル ャ 

答 測 ISS- 艦ト ハ 海底 ノ深淺 等チ測 S ス ル 一一 從事ス ル S- ノ 

-1 y ケ妹！ ^艦 ハ 海眾 生徒， 水兵， 機關 兵等ノ K 地 練習 チ 

ナス A" ノ チリ 

問 運送船 ト ハ 如何 ナル モノ ナルャ 

答 兵 BTM 需 品 { 軍 艦 及 水雷艇 等 一 1 耍ス ル 一 切ノ 物品 チ云 

フ) 石炭 淌 水等チ 積載^ 送 我根據 地又ハ 逡隔セ ル艦 

陳 1】 供給 スル V ノナリ 

問 工作 船 トハ 如何 ナル モノ ダ 

答 艦船 ノ修理 一 1 要ス ル 機具 及 人貝チ 搭載 レア ル船 tl ^ 

タ « 隊又ハ 根掂地 ilses;- 遠征 中 其 地 一 1 於 テ逭ー 一修 

理チ ナス 《- ノナリ 

問 病院船 ト ハ 何ダ 

答 戦時 病院 一一 使用 ス ル船サ £ フ 

三 七 



ミ六 

海防 艦ト共 -1 敵 ノ來襲 チ防ギ 又 平時 - 一 於テハ CIE ゆ" 

岸チ 警戒 シ或ハ 河 江^ 他 遠^ ノ地 一； 於ク ル 在外 人お 

保護 ノ 任務 一 一服 ス ル _H ノナリ 

問 通報 艦ト ハ 如何 ナル^-艦 ナルャ 

答^^ 隊 ノ 勅靜 又， ハ 

チ我 艦隊 -1 通知 ン或ハ 我 艦隊. n 命令 通^ ノ倂達 チナ 

ス モノ 一！ ン テ 攻^.、 防^ ノニ カチ滅 速力 チ坩大 シ 以 

テ 可成 迅速 一一 諸般 ノ報 ffl チナ ス r チ^セ y ム 

問 水雷 母艦 ト ハ如： P! ナ r ポ臆ナ ル ャ 

答 艦隊 I- 從ス ル航^ 水 ea 艇ー】 水 侑 、石 炭、 淸 水、 糨食等 チ 

補給： - 丑 ツ^^^ チ^ンれ ぺキ, 一! ノ, 一 ； S テ 中-一 ハ自 

ヲ 数艘ノ 水^艇 チ^フ ル ^ ノア リ 

問驅： 逸艦ト ハ 如何 ナル^ 艦 ナルャ 

答 一 兌大 ナ ル 水^艇 一 ーシテ 4H トン テ躭ノ 水雷艇 及 ビ 0 

逐 艦チ！ ^除 ン倂^ ンデ馱 艦チ襲 ^ス ル ノー； ンテ其 

速力 三十 二 海里 一一 達ン且 ツ^ 獨航 洋シ得 ぺキ徘 水量 

三 四百 噸ノ 恐ル t キ 軍艦 チリ 

g) 排水； K ト ハ 軍艦 ノ典ノ si ナ， 

商船 ノ ト ハ»內各室全体ノぉ精ヲ«-|化レタ ダ 

《立方 呎 <! タ w . ゾタ ルお JS ヲ百 H テ 除シタ ル モノ) ユ シ -V. 璺簿顺 ■ K 

ト 一 船. 機 3W 及 *H 等ノ 使用- J 供ス ル * ノヲ除 節 載 

ft シ 得べ キぉ^ 7 嚷- 化シタ ル »$ ナジ 

問 水雷艇 ト ハ 何 如 ナル モノ ゾ 

答 艇體チ 可成 輕ク シ以テ 逨カチ 及 ブ限リ 大ナ， ン メ之 

レ 二 水雷 發射管 チ裝シ 暗夜、 雨 雪、 烟贫、 瑰慕、 早 嗜 等ノ好 
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ノト K 中央部 及 砲毫ノ ミ 装甲セ ル せ ノト ァリ必 ？ズ 

シ _p 一定 セル モノ n 非ズ 

問 巡洋艦 ト ハ 如何 ナ ル^- 繳ナ ル ャ 

答^; 任務 最 多キ ノ 11 シテ 戦時 ハ戰 艦ノ耳 目 トナリ 

或 ハ赦ノ 港 海， 艦隊 ノ 狀况チ 偵 祭 V 或 ハ 孜 運送船 及 商 

船チ 保護 ン或 ハ齩ノ ^送 船 及^ 船乂 ハ 之レチ 護衛 ス 

ル敏 « チ破： 壊、 捅毯ン 平時- 在テ ハ 在外 同胞 ノ a 由 安 

寧テ 保護 シ又ハ 近海 整 察 等 ノ爲メ 巡航 スル ノナリ 

而シテ 裝甲チ 施 セル 一 等 巡洋艦 一一 ァリ ゲ ハ戦 緩 ト等 

ンク 戦闘 線 一一 用ュ ぺキ p ノ 】一 レテ特 -1 浚隅ナ ル 海上 

一一 於 ケ ル會蛾 一一 逋 ス 

巡洋艦 ハ^ 速力 頗ル大 -1 シチ 多量 ノ 石炭 チ積ミ I ^時 

II 海上 - 游^ シ ^可 キ モノ ナラ ザル可 カラ ズ 二等 巡 

^艦 吉野 ハ^ 速力 二十 三 海 M 載^ 量 I 千噸 一一 シテ十 

海里 ノ 速力 チ 以テセ パ更 一一 石炭 チ 補充 ス ル r ナク レ 

テ能ク 一 萬 海里 ノ 洋上 チ航過 レ得ぺ y 

問 海防 艦ト ハ 如何 ナル革 艦 ナルャ 

答 咬 水 割合 n 淺ク； -テ 海岸 淺海 チ航； x 得可ク 速力 及ビ 

凌波性 等- 乏シキ せ. 攻攀防 缵ノニ 力戦 舷 - 次 ギ主ト 

ン テ a: 國ノ沿 岸 チ防 護ス ル v ノナリ 

ほ) 水.. - \所荫 船足-一 シタ水 リぉ庇 迄，' _» ナ 7 云プ大 ナル 戦艦 

-1 在-. -ON ハニ丈 八 尺 < 逢 ス ダ 》- ノア？ 

問 砲艦 トハ 如何 ナル 軍敏 ナルャ 

答 艦^ 輕少ー 一 シチ 自在 一一 島 喚ノ 問^ クハ狹 路浼海 11 出 

汊レテ 敵地 ノ砲 薆. 若 ク ハ ^艦 チ 破壊 ン 自國 11 在テハ 

i 




排水 tt 一 万 S" 以上 

IS 右 未 S 

排水 S 七 T W 以上 

B? 一七 千 < .* _sl 

n I 一..； 干 i IBM 3 上 } 

i 二 千 五^ 



海防 艦 二等 



一一 等 

I 二等 



砲 艦 

水 ^ 母艦 

驅逐艦 

水笛艇 



^洋艦 4 阀ジ 

排水 i 千 w 

M 右 



以 上 

未 S8 



水^艇 



二等 

一 1 一等 

, 四^ 



* 水 化 百 卄噸 以上 



- ^ 



三 B 

千 お 砂 等 

和 干 代 田 等 

涛 f» 、高； _«f^ 

g*T 千 早 等 

维、 3、 小 



一 



« 上. 



お « シ アル モノ 



_s 二十 噴 未 » 

何ナル ポ腔 ナルャ 

势ナ 4* ノ 11 シテ^; 主要 トス ル所ハ 能 

シテ 戦閼ス ル 11 ァリ故 U 敵ノ眾 艦及ビ 

ル 11 足 ルぺキ 攻^力 ト敵彈 ノ穿 徹テ防 

防禦 力 トチ最 モ 緊要 ト ス nj ッ能ク ^里 

大 速力 チ以テ 長 時 問 航海 レ得ぺ キ せ ノ 

ヲ ズ 



問戰艦 t ハ 如 

答 軍艦 中最モ 優 

ク 海洋 チ駚走 

砲垒 チ破壞 ス 

グ - 足 ルぺキ 

ノ波 f,! チ凌キ 

タヲザ ルぺカ 

問 方今 戦艦 ノ防^ 力- 一 使用 スル^, 6. (甲錄 )- 一 ハ如 

何ナル モノ チ 用 フル ャ 

答 多 ク ハ —I ぺ，^ 式 ノ 錮 竹-^！ 硬法チ 施； s タル 鋼鉍若 ク ハ 

f^I 銅 チ t»; ュ而； \ テ艏ノ 全長 一一 H リタ 裝甲セ ル % 
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上 權カゅ 奪 戦爭等 プリ ンザ千 七 百 六十 五年ヮ ット氏 

蒸^ 機 關チ發 明 シ千八 百年 頃 3 リ之 レチ 艦船 一一 應川 

セ シ以來 帆走 艦渐次 衰退 シ 方今 殆ン 跡 チ絕タ ン 

r ス 

問敢 テ問フ 近時 ノ 軍艦 ハ 如何 

答 艦體ハ 鋤^ チ以テ 製； -强堅 無双 ノ厚キ 鋼^ 即 ナ甲鏃 

チ裝 t 强大ナ ル 武卷チ 備へ强 カナ ル 機 ^一一 依 リ大速 

力 チ 出ス ぺ キ 3«艨 是レ ナリ (サ五 園) 然 レ * 一方 II ハ又 

三十 海里 以上 チ急 鴃ス ル 水雷艇 ァリテ 一撃 此 大艦チ 

微塵 一一 碎 カン トス 

問： 卓 艦 製造 ノ 模様- K 略述 セ ョ 

答先ゾ 造船所 ノ船奎 一一 チ 水上 一一 浮べ 得ル 迄- 造リ上 ゲ 

タ ル後 之レチ 水中 一一 滑下セ y メ節ナ 進水式 是 レナ リ) 

大砲 水 笛 其 他艦內 緒般ノ 装備 チナ y 大砲、 水^ ノ 公試 

铰射及 機關ノ 公試 運 轉チ了 へ 以ーァ 完成 ス 

問 裝甲艦 二 名甲鉞 艦； -ト ハ 如何 ナ ル 第艦ナ ル ャ 

答甲鉞 チ以テ 水準 線ノ 上下 及砲褰 等艦ノ 重要 部 チ裝鎧 

シ タル 000 ナ リ 

問 非 装甲 艦ト ハ 如何 ナル 車艦ナ ル ャ 

答 甲戗チ 以テ装 鎧セザ ル軍健 チ云フ 

問 鍋 鐡艦ト ハ 如何 ナ ル革艇 ナルャ 

答鋼鐵 チ以テ 構造 レタ ル * ノ チ 云 フ而レ テ 木製 ノ で ノ 

ハ木虞 ト稱レ ^艦 體ノ 架楙 ノ ミ 鐵製 一一 シテ 外皮 ニ盡 

ク木 板チ用 t タ ル p ノ ハ鍅骨 木皮 艦 ト云フ 

21： 我海舉 ノ^ 艦 種別 如何 

S 
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三 二 

一 他國ノ 艦隊 ト 聯合 作戦 ス ル 

1 交戦 權チ 維持； -及 行使 ス ル 亊 

問 海 第- 1 必要 ナル學 科 ハ其數 多 カル ベ シ ト雖モ 

其最モ 主要 ナ ル兵^ 科-一就 キ 簡軍ナ ル 說明チ 

脚 クーチ 得バ 庶幾 ク ハ聊カ 海軍 ノ梗槪 ヲ知ル 

「テ # ン 

答 海 取 ノ 主要 ナル 兵學 科 ハ 運用 術、 砲術 、水^ 術， 航海術、 機 

關術ノ 五科ナ ル チ以テ 以下 順チ追 t 問 ひ.^ ケ 答チ與 

へ 筒 単-一之 レチ 說叨セ ン 

運用 術 之 部 

問 運用 術ト ハ 如何 

答 艦船 ノ性 n 、機 其ノ 作川チ 知得 ン 之 レチ活 川 ン以テ 艦 

船 チ操^ 迷 轉スル ノ 術ナリ 

問 軍 趣 ト ハ 如何 ナ ル モノ. ソ 

答^ 闞ノ 爲メ特 一一 製^ セ： フ レタ ル國家 ノ公船 一一 ンテ^ 

裝チ完 備 シ戦翻 及が 變 1】 應ズル ノ 準猫ァ ル ノナリ 

問古ノ 笨艦ハ 如何 ナル モノ ナリ レャ 

答 西^ 紀元前 四百^ 頃 (希 臊 ノ 盛時) ョ リ紀 ー兀千 四お 年頃 

迄ハ 二十 三豳 1ー 示 スフ 力 レ —船 ト稱 ス ル 本邦 ノ 大和 船 

-如キ P ノ 、船首-一 銜角 チ作リ 弓矢 刀鎗 TV 以 テ接戰 

ン帆 及桡チ 以テ述 轉セ" 

問 其 後^-艦 ハ 如何 -1 改良 セラ レレ ャ 

答 两^ 紀元 千 四百 年頃 コ リ 帆走 艦漸ク 世； 一行 ハ レ逑， 一 

二十 四 圜ノ如 キ大ナ ル 戦列 艦 チ見ル n 至 レリ 而シテ 

十八 世紀 ノ 末-一 全盛 チ «-メ 英蘭兩 國問ノ 有名 ナ ル海 
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一 齊 一一 奢 起 シ テ 海軍 チ擴張 ス ル ト； II 時 一一 大 一一 國ぉ ノ 

强大チ 圔ラザ ル可 カラ ザ ル ナリ 

問 吾人 ハ 已 -ー 海^- ヲ强盛 -ー セザル ベ カラ ザ ルヲ 

解. V リ頗ク ハ節 軍-一海 革ノ 任務 チ 說明 セ ョ 

答先ッ 平時- 1 於ケ ル 海軍 ノ 任務 チ咚 記ス レ バ 

1 海上 權カチ 發捭シ 以ケ國 家チ 守護 シ能ク 列國ノ 一一 

慷立 シ テ 他^ ノ 爲 -1 ^補 ノ 權 カ即ナ 通航 權、 通商 權、 領 

海榷、 稅權、 漁業 權^ チ侵^ セラ， i 、コト ナカラ シメ國 

ノ權利 及 利益 チ保豳 -ン 通商^ 易チ 完全 ナ ラ シ メ S 

々 烕チ ン益々 國お チ坩大 シ^ 家ノ お 强 繁盛 ヲ 

保護 坩進セ シ ム ル事 

各 W 競フテ 海軍 チ擴^ 、ン英 一一 一艘 チ加フ レバ tsl 佛 

モ亦 1 艘チ 加へ 獨伊ノ お H: 又之レ 準フ夬 レ何ノ 

故ゾャ 各^ 海上 權 カノ 强大チ 計： i 1; 外ナヲ ズ 

列强 各^ 汴-ー 艦隊 チ派逍 -ンァ ル ハ其 ノ權利 及 

利益 チ 保護 セ ン. カ^ 一一 y テ 我^ 備 艦隊 屮 ノ 数隻 常 

-. _ ^娣 地ガゾ 巡航 警備 ス i v 亦 之レガ 爲ナリ 

！ 外交 政略 ノ^ カナ ル拨助 トナリ 或 ハ. へ 小威迚 觔チナ 

ン 成- ハ强硬 手段 一 1 出デ 、敵 下ノ岛 嶼. 港 湾 等チ. m 領ス 

ル 

三十 三年 淸國^ 變 一一 際 y 各國 艦隊 太沽 一一 ^合 シ テ 

示威^ 觔チナ ン次デ 太沽チ 占領 シタ ルガ 如 キ即ナ 

：!^ レ十リ 

一、 海外-特派 セ ラ レ テ 國家ノ 威お チ坩 ス^ 

千 入 百 九十 二 年佛國 艦隊 ノ 芘國チ 訪問 ン テ^ 佛同 

二 九 
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二八 

テ 退守シ 海軍 チ擴^ セザ" ンカ 吾人 ノ 海ヒ植 力足 ラ 

ザ ルガ 爲ー 一 束 洋ノ. 个和 チ挽亂 セラ レ 吾人 ノ海^ 敗レ 

吾人 ノ^:^ 如何 トモ シ難キ 一 1 至ヲ ン故 1】 曰ク 吾人 ハ 

進ンデ 海軍 チ擴^ セザ ル可 カウ ズ. r 

| 二-人 食 セザレ バ即ナ 死 ス島國 海軍 ナケ レ バ 即今 死ス 

爲ノ人 タラン， トス ル モノ ハ 必ズ營 養 セザル ぺカヲ 

ズ强 大ナル 島國 タラ ン トス ル *- ノ ハ必ズ 優势ナ ル海 

軍 チ備へ ザ ル可 カラ ズ 

營 養足ラ ザ レ パ爲 ス冇ル ノ健 体チ保 ッ能ハ ズ海^ 劣 

弱ナ ル * ハ 繁盛 チ^ム 可 カラ ズ故 一一 曰 ク^^ノ 人士 

お ン资 カナ キ， カ爲ン 營 券ス ル能ハ ゲ ル * ハ須ク glffi 

チ起シ ヶ 先ゾ CE 休チ 健全 一一 ン 勇往^^ 一 常 リ菩 琉シ タ 

ル 後一 "於 テ^ 伉ス ベ y 國 お 足 ヲザル が^ 1 一 適 常ナル 

海^ チ^^ス ル能ハ ザ ル v ノ ハ須ク 國愤. s 起ン 一 7 先 

ヅ 强大ナ ル 海^ ヲ備 へ. 个和チ 維持 シ 商工^.,. 0m ^ 

シメ 國ぉチ 起 ン テ後愤 却スべ レト 

四 吾人 ハ 歷史 -I 於テ已 ：ー 軍 ノ 支出チ 吝ミ タ ル -カ爲 一一 

お^ n 陷 リタ ル^ 多ノ 先例 ケ知 ル然ー マ パ 則ナ晋 人 若 

ン^^ チ吝マ ン カ又袞 連 一 一 陷ルべ ン人 决斷ス ル 「 敢 

テ難キ 一 マ 非 ザ ル ベ ン 

m 吾人 ハ如斯 ノ^ 由ァ ルザ 故 ひ. 支出 ，\ テ海 

俊 强ナソ ン メ ン トス 然レ * 问胞ョ 吾人 ノ^？ お, 一 小 

Is ナリ 之レ仰 誰， 力 ^ゾ 吾人 同胞 ノ S 任 一 1 非ズ ャ 吾人 

M 胞ノ. S 悛ー" £| ス ル n 非, -ャ耷 起ス ル 1 一刻 早 キ *" 

ハ H なノ坩 大モ亦 一 刻 早ン^ '吾人 同胞 ハ 即刻 3 " 



.T 喷 吾人 ノ國 富ハ斯 ノ如ク 甚少ナ リ然レ ほ 海軍 盛大 ナ 

，ザ レ パ 海上 權カ 强大ナ ラズ 海上 槻カ 设势ナ ラザ レ 

バ束 详ノ 栩王タ ル能ハ ザルノ ミナ ラズ 東洋 ノ 平和 チ 

維持 シ帝 W ノ 繁盛 チ 保護 維待ス ル 「能 ハザ ルガ 故 一 一 

海軍 ノ擴^ ハ赉ー 一 國 家ノ爲 一一 止ム チ得ザ ル事タ a 

n 然ぃ *1«フ ル勿 レ進ム や ノハ勝 ナ退ク で ノハ 敗ル 、 

ハ 古今 ノ 通則 チリ 吾人 今 進ンデ 海軍 チ强大 一一 セ ンカ 

吾人 ノ 海上 榷カ 朿洋チ 壓 シ 東洋 ノ 平和 ハ 吾人 一一 依 リ 

ケ保維 セ ラレ 吾人 ノ 繁盛 期ンテ 待ッぺ シ^; シ夬レ 誤 

二 七 
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問 海 革擴張 ノ 必要 及 海軍 々費，' 比铰ハ 吾人 之 レ 

チ 聞 クチ 得 タリ 敢テ問 フ列强 ハ 果レテ 如何 ナ 

ル國 富チ有 レ斯ル 大額チ 支出 ス ル ヲ得ル ュ ャ 

答圖解 一 



第二 十二 §1 

列强國 富比较 (お 1>ズ) 

/十-建 、家： T 田 家、 家 0<、 纖道、 歸ぼ崎，總全 鐵ジ 






、 



凡 千） |阈 敉比 ts- ャ '单 ^強 列 

m (, モ ' レ * »«o ，之 '• 卞 w 围 *s ■) 





伸 

t6 チ傳 




ふ- 



s.^ スル * ： 左/ 

二 wiftaKY .ゾ 

二 支出え 

A ズル ； せ 
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餽テ 現時ノ 形勢 チ察ス ル 一一 佛國ハ 自國 沿岸 一一 於 テ英國 

11 封 時 ス ル ノ必 要ァ ルが爲 一一 海軍 カノ 多 クチ^ 洋- 一割 

ク能ハ ズ獨 伊兩國 ノ^ 情 亦之レ - 一類 ス ル V ノア リ米國 

〈海^ ノ大擴 ^チ斷 行 シ後來 益々 海軍 カチ 铰達ス ぺ キ 

一 今後 数年 n( 米 運河^ 通 迄) ハ 多大 ノ兵 カチ柬 ge- 派逍 

スぺ シト ハ思ハ レズ 即个近 キ將來 一一 於テ 帝國 海^ 1 ー颉 

潁シ^ べキ 兵力 チ極来 11 派遣 シ得ル V ノ ハ唯 英^:; 國 

アル ノミ 而レケ 英^ ハ 形勢 11 應ジ常 一一 设势チ 支持 シ^ 

ベ ク^ 際^ 迄 日露 -I 劣ラザ ル海求 力 チ備へ 來リ ン * n 

英 M 盟成立 以來 多少 削减 ノ 傾向 チ 生ぜ" 然ル 一 ー掏リ K 

國ハ 波絍的 海及黑 海々 面ュ於 テ守势 チ採リ 海面 1 一 

於 テ攻势 チ採ル ノ 方針 チ以テ 極力 經營シ ッ 、 ァ リ其波 

蘿的 海面 一一 テ 製造 中 ノ 艦船 ハ】 - ,ン テ極 束派逍 ノ 口 的 

ナリ ザ ル ハ ナ シ 吾人 ノ 隣人 旣 一一 斯ノ 如ン 吾人な ： 0 己ノ 

位篮チ ミ ズ シ テ可ナ ラ ン ャ 

問願ク ハ各國 海^々 费ノ 多寡 チ比较 セ ョ 

答騸解 
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* 帝 一 

え 绞* 

信い 
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S ま. * 
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*< . 之 二-, 錄. さ g シ 事 一級. '+八 百え 十一 斗 tj w 速 水 .A < 

+八 ya ん. H ネ： MS A 水 シ 1 */ トス ~ * ： 即+ & 
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二 四 

然 レ * 吾人 ハ 絕大 , 一 吾人 ノ 海軍， s 坩大 ス ベ ン ト ：. ム ノ 

* ノ 一一 非 ズ少ク V 安ン ：ンテ 東洋 ノ 平和 チ 維持 ン^ 海 

ノ ^襁チ 貪愁 飽. ク チ知ラ ザ ル者ノ 手中 一一 S シ去ラ ル 

、 「チカヲ シ メザル 可ヲズ ト云フ モ ノ ナリ 

泗 海上 榷カハ 吾人 ノ 生命 ナリ 海軍 ハ 生命 チ維苻 シ^^ 

チ 强壯ナ ラ レ ム ル ノ^ 物ナ "吾人 ^シ^ 物ノ 不足 ス 

ルァラ ン カ忽ナ II レテ衮 弱セ ン 吾人 若ン 食物 チ絕タ 

ン 力 只 死. U チ 降 ッァ ラ ン ノ ミ 



ニ^; -夫レ 現在 ノ海眾 不利 一 1 陷リ タリ トス やせ 尙ホ能 

ク時 ロノ 餘裕 ァリ テ更 11 軍艦 チ逑 造シ海 ^チ 报作ス 

ル 「チ 得べ シ トセ パ 吾人 ハ其 問-一 於テ 自然 ノ 財源、 

势カ 即ナ人 衆、 な 及阈民 各種 ノォ能 ノ^ 働 作 チ利川 

シ 得べ シト雖 ぁ 之レ 1 一反 シテ 敵ノ爲 11 ^劇 11 破壞 セ 

ラ レ而 *> 時日 ノ餘 裕ナ JS トセ ンカ 吾人 ノ 自然力 如何 

一一 絕大ナ ルモ此 際 之レチ 利用 ス ル -ー 53 ナク 吾人 ハ空 

前 ノ 大耻辱 チ 受ケ而 * 速力 一一 復仇 ノ 大戦 チ^ス r 能 

ハ ザルノ 境遇 一一 陷ヲ y メラ ル ベ キヤ 論ナ シ願 クハ熟 

慮セ I- 箪鑑ハ 到底 短時日 ノ問 一一 建設 シ 得べ キ ノ 1ー 

非ズ シテ 敏活 ナ ル敵ハ 决ンテ 吾人 一 一更 - 眾艦チ 製^ 

；!' テ再 ビ戰場 一一 出ル ノ 時日 チ與フ やが 如キ 宽大ナ ル 

厚 * お チ表ス ル せ ノ 11 非ザル r チ 



吾人 ハ 吾人 ノ 海軍 チン テ少ク IP 戦時 露佛ノ 東洋 一一 派逍 

シ 得べ キ相合 勢力 一一 匹 敬シ稱 可 力， ム ル 一一 ァ ーフズ ン 

バ何チ 以テカ 勒チ束 海 11 爭ハ ン何 チ以テ カ枕チ クン 

-テ 繁盛 チ夢ミ ル チ#ン 

故 一一： n ク 海軍 ノ擴^ ハ 絕對的 必耍ナ リト論 或ハ 曰ハ 

ン 海軍 ノ 必要 我之レ チ解 ス然レ * 國 富ノ增 進^ * 之レ 

a 9 モ切ナ リ ト 

吾人 ハ之レ 一一 答フ ル 一一 左ノ 説明 チ以 テセ ン トス 

；£ 商工業 如何 一一 發逹 スん v 航海 業 如 M 一一 進歩 ス ルせ 】 

n 一海 軍敗ル 、 アブ ンカ §3 11 自國ノ 繁盛 チ以 テ從ラ -1 

敵 M チ利ス ル ノ ミナ ラズ. H 國ノ衰 @ぉチ@フ -1^ ァ 
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廖 

ニニ 

•w 一一 怖約ス ベ キ * 一二 m ^ シ而 y 支拂ス ぺキ時 1】 吝脔 

ナ ル此 人民 ト事 チ俱ニ セザル ベ カーフ ズ 

-T 痛嘆 愤慨セ y メタり 而ンテ >> , ゥ *r ットノ 死ト共 II 

和 蘭ハ英 國ノ爲 一一^ 海軍 ひ 破壊 セ ヲ レ海 卜： 榷カ全 ク地 

1; 落 ナサ ン モ 11 繁盛 ナり ン和躕 _p 寥々 タ ル弱阔 ト成リ 

果テ タサ 

近ク ハ 光 緖十年 (叨 ^十七 年) 淸阈 ノ 英俊 李^^ 卜：^ y テ 

曰 ク 

惟 フー 一 是 レ^- 豫メ ス レバ 立 ナ 豫ノセ ザ レバ 廢 スト 記 

一一 叨訓ァ "彼レ チ知 リ己レ チ知レ パ百戰 滕ト M; ハサ 

一】 兵お 】 一列 ス速 11 舷チ坩 造 -ゾ 盛大 ナ ^ 海^ チ^ 設 

ス ル 一！ 非ズ ンバ M(Bn 木トゃ 端ァヲ ン * 遂 一； 勝チ制 

スべ カラ ズ. r 

潸國 ハ從テ 軍艦： 造セ ル V 我國 _p 亦浪 壤 高 千 穂 、吉^ 

松お、 梳立、 厳 島^: チ ^迠 y 明め i 七 年ノ交 兵器、 訓楝^ 大 

:1 淸^ 一 1 俊 リシ-力 故即十 海軍 俊势ナ リン， 力お メ遂， 1 淸 

國 チン テ： S 甩セ シン タリ^: シ 夫レ淸 國 n シテ 璲キ 一一 李 

u ^ ノ上^ 一 一 鑒ミ大 一一 軍艦 チ^ 造シ 海眾チ 板作ス ルァ 

ラシ メタ， ン = ハ恐 ソクハ 今日 ノ如キ 袞遝： 一至 ラ ザリ 

シナ ラン 

然ル 一一 今 ャ餽テ 吾人 ハ此 境遇 1】 在ル V ノナ n-w トナ レ 

パ今 1; シテ 海軍 カチ 增火セ ザ レ パ遠 カラ ズ ン テ 11* 佛ノ 

平時 派 逍^ 洋 艦隊 相 合 勢力 一一 サ へ モ 匹敵 ス ル r 能ハ ザ 

ル ペケ レ パ ナり然 ルチ况 ンャ戰 時 彼等 ハ^ * 多少 ノ坩 

近チナ ス ベ キハ火 チ睹ル ョ リ vg- ナ ル 一一 於テ チヤ 烏 f 



之レ 11 依 テ之レ チ見レ パ 

一 日英 EI 盟ハ 當 分露佛 同盟 m リ *- 優势ナ fl- 然レ * 同盟 

ャ忽 ナ11 シテ 破棄 セラ ル 、 「アリ^ 襤ャ 須臾, 一 レテ 

建造 シ 得べ カラ ズ而 IP 日英 M 盟 ン遨 クルト 共 一 一 露佛 

同盟 ノ終ル ベ キヤ 否ャハ 吾人 ノ豫メ 知 "能ハ ザ ル所 

^ モ 他人 一一 依 親 スル v ノハ 卜：： 今 敗滅 チ 免 レズ 吾人 安 

ンゾ H 英 同盟 一 一安 ン ジテ 自術ノ S3 チ 忘却 ス ペケ ンャ 

に 吾人 ハ 近 キ 旣往 -ー 於 テ 三國ノ 千涉 チ 受ケ淚 チ吞ン デ 

^^チ 遼忖セ シ 一 1 ァヲズ ャ然ラ パ此 後トテ 獨カ三 

^千涉 ノ如キ "-1 抵抗 セザ ル ベ カラ ザ ルノ 機ァ， ン r 

チ 想僳ス ル ハ敢テ 無謀 一 1 非ザル ベ シ果ン テ然， ンカ 

吾人 ノ 势カハ 近々 露佛 Ms ノ勢 カー 1 追 付 力 レ ン トス 

ル ノ ミ ナヲズ 彼等 ハ現 1 一大 1 一 眾艦チ 增建ン 益々 束洋 

11 增派セ ン トス 吾人お 戒 メザル ペケ ンャ 

U 英國ハ IS 佛ノ相 合势カ 11 俊ル ベ キ ノ 標準 チ以テ 其 海 

軍 チ^ 設 ス然ル 11 ^汴 ノ英國 タラ ン トス ル IP ノ 平時 

於ケル 東^: 派遣 ノ 露 佛相仓 勢力 11 サへ * 優ル 能" 

ズトセ パ 戦時 如何 一一 シテ K 海上 權カチ 弒撺ス i 「チ 

^ベ ケン 

^ ン ハ 和！？ 莕 W 致 お ノ 一 邊 n 偏ンテ ^備ノ 爲 一一 财チ 

供 拾 セズー 忧ノ英 #v>、 ゥ并 ットチ シテ 

平時 1】 於テ戦 亂チ恐 レ豫メ 私財 チ投 i 一 テ之レ ,ー 備フ 

ル n ハ 和 M 人 ノ决 シテ爲 サ.、 ル所 チリ 和 蘭人 ノ 性お 

ハ鍅火 煤 裂 シテ^^ 險ノ 眼前 一一 迫ル 一一 非ズ ン パ國 家 

防 ^ノぉ 一 一^金 チ投ズ ル r チ 欲セ ザル y ノナ "予ハ 

ニー 



Digitized by Google 



Digitized by Google 



y Google 




Digitized by Google 



Digitized by Google 



'宁- 豫 'レケ お-^ 褎 



爭 十八 ® 



:に5>1/帝«-..5ポり 



二十？ I 萬？^ ：! 

定< クリ 




增 

/ 

条 

力 



通 上 由. f.v. おお ま 
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二 〇 

ハ ン カ米阈 1- 亦 拫フぺ カウズ ト i=l ナル 哉各國 $： 其 

海軍 チ擴張 シ孜々 ト V テ K 海上 植カ チ强大 二 セ ン 

ト M ム ル 1 

問然 ラバ 帝國 海^ ノ 地位 如何 

答 岡 解 
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ぺ シ 何ト+ レ バ是 等ハ 平和的 海 h 權カノ 基礎 ナ レ 

バ ナリ 

0 政府 ハ 忠烈 勇敢 ナ ル兵 anD5 ナ ル豫備 力 及 强盛ナ 

ル 艦船、 完全 ナ ル根據 地 チ^ス ル^ 势 海軍 チ備フ ぺ 

レ 何トナ レ パ 海軍 敗レ ンカ^ 书休ス i ハ歷 史ノ已 

一一 明. 證 ス ル 所-: ンテ 前ポ已 - 權 レ ル 一一 後^ 之レチ 

戒 メ ズ ンパ遂 ！ー せ 〈扭辙 チ踣 マザル 可， ザ レバ ナリ 

^人 ハ萬世 一 系 一一 y テ^^ 至榮ナ ル 皇室 チ^- に 一 K A 

チ ル 政府 ノ 桁み 一 一 從 t 鋭^ 海上 權カ ノ 發達チ 勉 ム ベ ン 

問 海軍 ハ 即チ 海上 權 カノ 首 腦ナ リト 思考 セ ラル 

如何 

答 然"： I： ト ナレパ . 

叫 隆盛 ナ * 航 海、 商 0 * 一朝 戦^-一際^ シ俭势 ナル海 

軍 カノ 保護 ァ ルナ ク ン パ忽ナ 一一 シテ 絶滅 セラ レ s 

國 ハ^ 大ナ ル报ぉ チ受ク ^ ：; 引キ換 へ酖國 ハ英大 

ナル 利益 チ 得べ ク戰爭 終ルモ 到底 莨 時 降盛ノ 片影 

チで 留 メズ 國 ^ノお 頹容 易-挽回 ス ベ カリ ザ レ バ 

ナ o 

:1 互 海^ チ冇シ 五一 1 航海 商業 チ 保護 スル モー 朝诲 

戦ノ 結^ 我 海軍 敗レ タリ トセ ンカ又 前項 ノ 逆境 チ 

免レ ザルぺ レ 

.TI 外交 談判 n 於ケル 海上 權カハ 全ク 海軍 ナ リ 

刚先ゾ 戰閼チ 始ス ル ip ノハ 海軍 一一 シテ 海^- ノ 勝敗 

ハ ia 一； 戰爭ノ 勝敗 チ决ス 

米國 大統領 叫り ス l^ir^ 氏曰ク 海軍^ シ利チ 失 

一 九 
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： 八 

^內 3 リ 離去ス ル II チ ザル V ノナ リト 

一； 1 古来 海上 一一 雄飛 セ ル 國民ハ 凡テ 商業 的逋性 チ有セ 

リ 而 レ テ 平和的 商柒 ノ 擴張ハ 海上 權 カノ 泔：^ 一 1^ 

スル r 吾人 已 11 之 レチ論 >- fl- 吾人 问 胞 ハ此點 一一 於 

テ 少シク I* フべ キ V ノア リ否大 11 改莕セ ザル可 ラ 

ザ ル ノア ルガ 如シ帝 凼商椠 家願ク ハ此 性能 チ號 

逑セ； s メ以テ S 國ノ增 進、 海上 權 カノ 隆盛 チ期セ 

クレン r チ 

ほ 健全 ナ ル is? 民チ榭 立ス ル ノ 能力 v 亦 一 ノ 海上 權カ 

チ發逹 セ y ム ル 一一 要ス ル國 民ノ性 ^チリ 元來 ig-K 

ナ ル ノ ハ 自然 一 一 且ッ 容易 二 其 新 ^民 地 11 土 * シ 

之レト 利害 チ共 ー一 ン銳意 之レチ 間拓玆 逑ス ル モノ 

11 ァヲザ レ バ其 隆盛, k 期ス ぺ カラ ズ彼 ノ铋ヲ 二 本 

國チ慕 t テ沒リ 1】 歸國チ 希プ， カ如キ v ノ 一一 至テ ハ 

到底 谜全 ナル 殖民 地 チ造ル 能ハザ ルナ リ 

帝 國ノ人 ロハ 次第 一一 坩 埴ス從 吾人 ハ 將來此 性能 

ノ 如何-一依 リテ大 -1 其 進 述チ 左右 セ Irs ル ぺ ； s 故 一一 

願クハ 現時ノ 移民 1 一依 リテ速 一 I 此 性能 一 1 關ス ル發 

逹チ 遂ゲ， レ ン r 切望 一一 權へ ザ ル^ナ リ 

第 六 政府 ノ性 質 

トー 國ノ 政府 一一 ^'テ 能ク 國民チ 指^ シ设 势ナ =4 海箄 

チ馏へ 航海 商 蕖チ盛 一一 レ 確乎 トン ケ 海上 管制 權チ 

握ル チ以テ tt; 政策 ト ス ル * ハ 其國 海上 權カ ノ铰逑 

甚ダ顯 著ナリ 

0 政府 ハ商 ェ柒、 企栾的 違征及 航海 業 チ獎 動^^ ス 
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若； s 夫， レ 力量 殆ンド 相 等 J- キ兩 海軍 國ノ魔 隊相銜 

突ン タリ トセ パ 一戦 一一 シテ直 一 一 设 終ノ 勝敗 チ兄ル 

能ハザ i ハ勿論 一一 シテ笫 ニノ 海戦 或 ハ^ 三 第 四ノ 

海 戰ノ後 始ンテ 雌雄 チ分ッ 「チ 得べ シ梁ン テ然ラ 

パ此^ 二 第三^ 四等ノ 海戦- 1 從事ス ぺキ 兵： 2J チ袖 

欠 充^ セ-ン が爲メ 多数 ノ 豫慵 兵 カチ 要ス ルナ ラン 

之 レ即ナ 海軍 豫備 カノ 必要 ナル 所以 一一 ンテ冇 ^ノ 

日直 一一 海^ - 一 使用 シ 得べ キ 人員 ノ多 数ナ ルチ S ム 

所以 チリ 

然ル -1 吾人 ハ 不幸 一 一 テ未ダ 海員 ノ多 数チ 有セズ 

之レ K 一 一 寒心 ス ベ キ ノ^- タり 吾人 ハ速ュ 航海 漁^ 

機械 業 等凡テ 海事 11 使 川 シ 得べ キ人； ；H チ^ ^セ ン 

メ ザルぺ カラ ズ 就中 航海 菜チ 隆盛 ナ ヲンメ ザル可 

ラザ ルナ リ 

第五 國民ノ 性^ 

T 吾^ 同胞 ハ歒愾 ノ氣熾 一一 シ テ愛國 心^ ダ深ク 一 朝 

事ァ ル 一一 臨ンデ ハ 外 一 一封； >- テ s 結^ ダ ra; ク^ 武器 

チ提 ゲテ立 ツヤ 與國殆 ン> '比ナ ン即ナ 吾人 ハ 大和 

魂 ト稱ス ル 1 種ノぉ ^ナ ル 氣魄チ 有； -以テ 设强ナ 

ル 海軍々 人タ ルチ 得べ ク以テ 七生 尙ホ 皇^ チ護ル 

ノ忠若 愛 國者タ ルチ 得べ ン 

然レ * 此 11 特筆 大畨； s テ 吾人ノ 忘却 ス ぺ 力 ラザ ル 

^ァ リ何ゾ ャ曰ク 大和魂 ナ ル モ ノ ハ 元氣旺 盛ナル 

n 木 民族 一一 随伴 V テ 片時 v 離レザ ル せ ノナ レ * 1 

朝 吾人 一 1 ン テ元 氣ま頰 セン カ彼レ ハー 刻モ 吾人 ノ 

一七 



に 國土ノ 大小 ハ直ー 1 國 カノ 大小 チ示ス せ ノ -1 非ズ之 

レ恰 モ 人 n ノ 倒 値 ハ 其體格 - 依テノ ミ定マ ル^ノ 

11 非 ズ レ テ 志換、 品行、 學術、 技倆 等ノ 綜合 -1 依リ 决セ 

ラル、 ガ如レ 吾人 ハ 海岸 3 サ三 浬以內 一一 含 マレ タ 

ル 領海 チ有 ス此 領海 ハ 凡ニ與 一 千餘 方里 ァ リテ殆 

ン 睦地ノ 面積 二等 シ ク而 A- 其 生產カ ハ著レ ク^ 

地 r" fl- 大ナ" 故 1 一日 ク吾 人ハ領 十： ノ ルナ i チ S フ 

ル チ耍セ ズ只 海上 權 カノ 玆達セ ザ ル チ薆フ ぺ キ ノ 

ミ ト 

第 四 人口 ノ 多寡 

卜 海上 權カ 11 關ス ル モ ノ ハ單 11 人口 ノ總數 11 非ズ レ 

テ 海上 生活 チ營ム < ノ 、数 若ク ハ少ク モ 冇^ ノ H 

容易-一 海事 一 i 使役 海上 的 人： y タラ レメ 得ルノ 数 

11 在 リ 



一，： ハ 

ズ シ テ 海岸線 ノ 延長 及 其 屈曲 ノ桟桡 即ナ港 灣ノ性 

^如何- 1 在" 

吾 國ハ其 面稜 大ナヲ ズト雖 IP 四面 環海 ノ島國 一一 ン 

テ 海岸線 ノ延長 七 千 四百 六十 七 SH 亘リ之 レチ^ 

地ノ 面積-一 比ス レ パ S3 地 三方 里 六 -I 付 海岸線 一 里 

ノ 割合 トナ =4 即. 界中最 * 盔好ナ ル割会 チ有ス 

ル で ノナ リ加フ ル -1 其 IS 曲 甚ダ多 ク頗ル 良港 好 海 

一 1 富 ミ 而 *- 近ク 亞細亞 大陸 チ控 へ 貿易 交通 * ダ 容 

易ナリ 啗 St 吾人 ノ 國ハ贲 1 一天 與ノ 大海 國タ ル 資格 

チ有ス ル モ ノ之レ が 國民タ ル 8- ノ 01 勉メザ ルべケ 

ン ャ 
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益チ 保有 ス 

一 IT 氣候 温和 土地 WH 铳ナ ル * ハ is 人 進取 ノ氣チ 消磨 y 

海上 企柒心 チ^ 頹セ ；-ム 和 蘭ハ疮 土ナリ 故-一 遠 ク 

海外 - 贸易ン 無比 ノ 繁盛 チナセ リ英國 ハ天產 物 一 1 

乏ン ク氣 候頗ル 不炝快 ナリ故 一一お M ノ 波- 3 チ 超へ 

天^地 角 一 1登 沃 温和 ノ地チ 探り 逑ー 一 能ク 今日 プ ル 

チ致セ 《 '吾人 ハ此项 -1 於テ 阀ル佛 國 如 似 ス佛國 

ハ^テ^ 氣候 溫 -U 一一 シテ 土地 ml 饒ナル が. 故 - 海 上 

ノ^ 動 頗ル遲 鈍ナリ シ. カ^メ 國述ノ 發達チ 抑制 セ 

ラ レ タリ 吾人 ハ深 ク之レ 一一 鑑ミ决 シテ風 七- ノ Bl 雅 

ナ ル 1】 心醉 C1 負* ス ル 「 ナ ク 1 ^^心 國家 ノ大 機^ 

タ ^海上 椎 カノ 發達チ 計ヲザ ル ぺ カラ ザ ルナ リ 

In 一 國ぉン 海洋 一一 依 リテ数 部-分 タ レタ ル^ 喚 3 リ 

机成セ ブ ル 、 か へ 强大ナ ル 海上 權 カプリ テぉ 各部 

チ 連絡 ス ル - プラザ レ パ K 國势ノ 徴弱ナ ル チ免レ 

ズ 

吾人 ハ卟 ャ遲 緩ナ ル 隣人 ノ傍 一一 r ルせ ノ 一 一 ^ズ シ 

テ敏 ffi ナ ル歐洲 列 强ト相 隣接 ス何 トナ レ パ^^ー 一 

露 西 亞ァリ 膠 州 - 獨逸ァ "威海 術、 香港- 英 闽ァ 

リ：^ 京、 鹿 州 一一 佛 ァ レ パ ナ リ^:, ノ夫レ 吾人 ノ海 

h 權カ少 ンク弱 キチ示 サン カ^ 裨、 琉球、 封州ノ 

如 キ忽ナ 1ー ； s テ 猛 篮烈獅 ノ^ー 一投ゲ 去ラ ル ベ ン ^ 

深ク戒 メザル ペケ ンャ 

第三 領土 ノ 廒袤 

„f 海上 榷 カノ 發逹 一一 關ス ^ * ノ ハ 土地. N 面積 ー1 ァ ラ 

1 五 
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一四 

レバ ナ 9 . 

吾人 ハ&阈 - 住 ス即ナ 前 ニ項ノ 利益 チ有ス ル _p ノ 

ナ リ 

マ-お ン ー國 11 ン- ア^ ■ - 進^ 一 1 便 ナルノ ミナ ラズ； 人然 

ノ 地位 上 容易 11 太汴 一一 出ゾ ルチ得 n3 ツ^ 界商^ 的 

大 通路 ノ 一 チ^ 制ス ルか ハ具 國 ノ 地位 ノ 戦略 的ぬ 

値 極 メテ 重大 ナリ 

吾人 ハ 天 然 二 お 方面 I) 於テ -U 港 チ有ン 進^ 一一 便 ナ 

ル ハ 勿論 自由 一 一 太洋 一 ー出ゾ ル 「チ^ = -ッ淸 國及亞 

細 亞束部 一一 航迪 スル 船舶 ノ大 通路 ハ 一 トン テ吾人 

ノ 領海 附近 チ 00 セザ ルナン 特 11 我 邦 ハ 南 ハ 00 

1H リ北ハ 占 守^ 一 1 至リ 連綿 點锐ス ル チ以テ W 一一 此 

大 通路 チ^: 制ス ル 「チ$ ベ キ ノナリ 

地鬪チ 執^ セ ョ吾 人ハ 我邦ノ 地位 大 一一 英國ー 1 類似 

ス ルチ兄 ルナ ラ ン 而シテ 一 ハぉ時 世界 ノ顆王 タリ 

然 9 、 然 ラバ 他 ノー ハ何. 力 故 一 i ^界. ノ栩王 タル 能 

ハ ザ ルカ-太 然ハ 「」 一 一 吾人 一一 最. U 地位 チ與へ タリ ロハ 

ダ 吾人 ノ甯勵 足 ゥザ i , カ^ー 1 空 ； N ク 夜光 ノ珠チ 抱 

キテ 瓦；，^ ト相^ 件ス ルノミ -:>• 戒 メザル ペケ ンャ 

第二 地形 的 構成 

一 ー國二 ンテ ぉキ 海岸 チ^: スル V 一 ノ.. は 港ナキ * ハ 

何ゾ Ko^ 航海 チ盛大 一一 ス ル r チ得ン 何ゾ海 チ盛 

一一 ス ル r チ， ン 故-^ 港 好 ^一二： H ム ハ叨， 力 11 國 

家^ 强ノ 一 耍粜ナ fl- 吾人 ハ 四面 良港 裨 一 二お，" 故. -ー 

佛國其 他ノ如 ク大ナ 人工 チ 施サズ y テ 的 利 
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自序 六 

僅 二 幼少 敎育ノ 任 二 當ル諸 士ノ說 明 ノ便ニ 供スル 二 止 

メタル 所以 ナリ 

余ャ素 ト淺學 短ォ木 *w 載ス ル 所從テ 粗漏 多 ク敢テ 君子 

ノ 资 -1 値 セズ ト雖 氏 世ノ 教育家 幸-一 熟 讚 玩味 以テ幼 

少 ノ腦锂 二 海上 權 カナ ルモ ノ ハ 吾人 同胞 ノ共ニ 其降遒 

チ計ル べキ我 帝國ノ 生命 一一 シテ 海軍 ノ 强弱ハ 海上 權カ 

ノ得喪 ラ决シ 海上 權 カノ 得 喪ハ a 二 國家ノ 盛衰 ナル 「 

チ深ク 印刻 セラ レナ バ何ノ 幸^ 力 之 二 加へ ン 

本害ノ 完成 ハ藤木 海軍 中佐 ノ 好意-一依 ル 

本畨ノ 字句 ハ永蜂 海軍 敎授ノ 修正 ヲ經 タリ 

木 害 ノ豳盡 ハ^ラ 久保田 海 眾敎授 及 森 脇 技 生ノ助 

カチ得 タリ 

此 二 之チ 深謝 ス 

明治 三十 五 年 六月 

海軍 大尉 高 橋 雄ー識 
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自序 

衣食住 ハ 人生 ノ三大 要素 ナリ故 二人 トシ テ 衣食住 ノ如 

何 ナルモ ノナ ルャチ 解セザ ルナ シ然レ 之 ヲ解ス ルノ 

深淺ニ 應ジテ 之 ヲ滿足 セシム ル ノ 方法 チ講 ズル 二 薄 

ァリ 深ク之 ヲ解ス ルモ ノ ハ之 チ滿足 セシ厶 ル ニ勉厶 ル 

「K! ク淺ク 之^ 解スル モノ ハ之チ 充足 セシ ムル ニ盡ス 

「薄シ 勉ムル 「厚キ モノ ハ之ヲ ^ル 「 從テ多 ク盡ス r 

蒲キ モノ ハ之 ヲ得ル 「 從テ 少シ 

海上 權カハ 岛國ノ 最大 要素 ニシテ 海軍 ハ乂 海ヒ榷 カノ 

最大 要素 ナリ而 シテ之 チ解ス ル 「深ク 之 チ得ル ニ勉ム 

ル 「はキ片 ハ以テ 强盛ヲ 得 可 シト雖 Hi 之 ヲ解ス ル 1m 

ク之ヲ 得ルニ 勉ムル 「 瑰キ片 ハ忽チ 二 シテ袞 返スル 「 

人生 ノ 衣食住 二 於 ケルト ナラ ズ之レ 吾人 fee 國 人民 ノ 

海上 櫬カ及 海軍 ノ 如何 ナル モノ ナ ルャチ 熟知 セザル ベ 

カラ ザル 所以 -I シ テ少ク モ^ 大鲔 ニ關ス ル 槪念ヲ 知得 

ス ルヲ耍 ス ル 所以 ナリ 

今日 ノ 幼少 ハ未來 ノ老壯 二 シテ 幼少 ノ頭 腦ハ能 ク^ 教 

習 二 感染 ス 故-一 小學校 就學中 ヨリ 彼等 ガ 衣食住 ノ何 *? 

タル ャチ解 スルノ 程度. 一 於テ 海上 權カ及 海軍 ノ 大體ヲ 

解セ シムル 「ザ 得バ 其 利益 ノ ^大ナ ルャ蓋 シ疑ナ カル 

ベ シ之レ 余 ノ&: ラ身 ノ蹇劣 チ顧ル 二 遑ナク 本^ ヲ敢テ 

ス ル 所以 ナリ 

古来 言ァリ 百聞 一 見 一一 如 カズ ト故ニ 幼少 チシテ 能ク了 

解 記憶 セシ メン 二 ハ 字句 ノ說明 二 依 ラン ヨリ 鬮赛チ 熟 

资 セシム ル 二 如 カズ 之レ 本^ ノ專ラ 園 塞 チ用ヒ 字匂ハ 

自序 五 
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序 H 

異ルモ 誠-一能 ク心 チ斯ー 點ニ傾 クルチ 得 テ後始 メテ安 

固な 强ヲ 談ス へ キノ ミ然 ラスン ハ盖シ 圮 シ 

明治 三十 五 年 七月 

毫 

海軍 少將 束媒 正路 
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今 ャ我國 海防 ノ必要 ハ喰々 稱逍ス ル 所トナ レリ 之チ數 

年 前 二 敉シ テ^^ 眼 正ぬ ニ歸シ タル ハ -ぉ 二 麼スへ シ然 

レ トモお 論ス ル所槪 ネ店淺 ノ槪念 二 止 マ リ其 K ニ然ル 

所以 ノ^ 由 二 S リテ ハ^ 乎 迷 津^ 綮ニ當 ラサル 居 多 

ナリ畢 党^, 國 ク^ 歴 -ー乏 キノ 致ス所 亦止ム ヲ得サ 

ルナ リ然 リト雖 トモ 人ポノ 成敗 多ク ハ 人力 二 因 ル 海上 

權ノ得 喪ハお 二 國家安 ffi ノ繁ル 所ナリ な.^ ムラ^ スト 

シテ 放下ス へ ケン ヤ^ニ 於テ S 國ノ士 海^ ノ擴^ ニ盡 

疼 シ殊ニ 中小^-牧師 ノ如キ ハ之ヲ 幼少 ニ於テ 注入 ス ル 

ノ 効果 苦大 ナルチ 察シ お^^ ニ勉ム ル者鮮 ナカラ ス然 

リ而 シテ^ 其^^ 料ナキ 二お シメ ル ハ^ニ M 二 ス ル所 

ナリ 海^ 大尉 《 梳雄ー 子玆- ー敉ル 所ァリ 公暇 此丧チ 編 

ミ以テ 中小 學ノ资 料 二 供 セン トス 今 之ヲ^ ル 一一 辭简 二 

シ テ怠叨 二重 キヲ圆 ^二 寄 セ或ハ 锊濟ニ 或 ハ國情 二 或 

ハ 人口 ノ多棼 領土 ノ 大小 之 チ縱封 橫比シ 因テ以 テ各國 

强弱 盛衰 ノ由來 スル所 明確 條達餘 菹ナシ 凡 ソ^-物 ノ堙 

會ハ 形チ以 テス ル^ニ 易ク 文字 チ以 テス ル^ニ 難キ ハ 

大人 猶然 リ^ン ャ 幼少 ニ於テ オヤ 子ノ此 撰能ク 其方 ヲ 

得 タル * ト |i ッ へ シ 此^世-: 出テ ハ 我國ノ 世界 ニ於ケ 

ル 地位 輕重ト 各 國ノ舆 」」 盛袞ス ル 所以 トラ 領食 セシメ 

幼少 未 來ノ國 民 ラシ テ深ク 環海 國ノ民 タル 觀念 チ存セ 

シ メ之チ シ テ 感， 奢舆 セ シ厶へ キヤ 必セリ 夫レ然 リ^ 

特り 幼少 未 來ノ國 K ノミナ ラン ャ旣 二世 二 立 チ^ 二 柳 

カル 士^子 ト雖 トモ 此^ ノ惠二 囚リ從 來ノ陋 兌 チ脫シ 

豁然 大悟 スルヲ ^ル 者^ シ少 ナカ ラサ ラン 人々 栾ハ相 

¥ I 二 
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序 二 

ハ海々 軍 森 チ栈シ タル 器翫 一一 係 ルナ リ乃チ 海^ 思想 ノ 

國民 全般 二 浸潤 スル特 ニ深キ ヲ知リ CI カラ 慷然 トシ テ 

英國ノ 宇內ニ i 歩 雄飛 ス ルノ « 然ニ ァ ラサル チ覺 リ復 

顧テ 吾邦 ノ浙チ 以テ此 域 二 達 セン n トヲ 切望 スルノ 情 

自力 ラ禁 スル能 ハサ ルモ ノア リ今此 著ノ如 キ弘ク 世人 

ノ閱^ ス ル所 トナラ ハ之レ 1ー ヨリ テ以テ 海事 思想 チ發 

達 セシメ 海軍 ノ 一 日 モ缺ク 可 ラサル 所以 海軍 ノ邦家 二 

緊耍ナ ル 所以 海軍 ノ列 國盛袞 二 大關^ ラ 冇スル 所以 チ 

了 得セシ メ^ 効 益ノ及 ホス 所 啻ニ區 々タル 中小 學校数 

時ノ 講話 ノ比ニ 有 ラサル ヲ見 ルナ リ 由テ 喜ヒテ 之レカ 

序チ爲 スト 云爾 

于時 明治 三十 五 年 七月 . 

海 牮中將 正 四 位 柴山矢 八 
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序 

海軍 中佐 藤木秀 13 耶子昝 テ嘣托 チ受ケ 小 中學校 ノ卒柒 

式 一 一 臨ミ 生徒 ノ海 m- 思想 涵芬ノ 一- si 一一 资セ ンカ 爲海眾 

-鹏ス ル 講話 チ ナス コ ト數 回ナ" 子以 S ラク Iffis ノ講 

話 能 ク 海軍 ノ 事情 テ盡ス 一一 足 ウス 寧 " 一 畨チ 編 ン汎ク 

中小 學校ノ 生徒 チシテ 一 讚 セン メハ^ 効^ 一 塲ノ 講話 

一一 设サ ル 與々 ナウ ント玆 - 於 テ子ノ 同僚 海^ 大尉^ 橋 

雄 一子 一一 謀 ル子深 ク其^ チ 0 y 公務 ノ餘 蝦^ メ テ 海軍 

お般ノ 事物 中 人士 ノ^で 知 一 フサ ル へ カウ サ ル^: チ 網羅 

レ 塞圃 或 ハ 寫^ 謐チ以 テ^ 桢槪 チ說 叨シ之 一一 添フ ル 一一 

問答 脉ノ文 チ以テ ン K 文字 ハ 勉メ テ 通俗 ノ^チ 撰 t 偏 

ク 世人 チ ン テ 海軍ノ 一 般狀態 チ知リ 易 力 ラ シ メ ント欲 

レ 苦心 經昝途 一一 此^ チ完 成ス 汆之レ チ閱ス ル - 海 革 諸 

般ノ 梗槪チ 記述 ン詳 略お 牀チ 得タ リ乂 各國 海軍 ノ强弱 

一一 3 リ其國 威 通商，' 隆替 盛衰 ス ル 所以 等チ 表祸ス ル - 

至リテ ハ！ x^i^ ノ 周到 愤密ナ ルチ兌 深ク な舉チ 俅ナリ 

トシ^ 夯チ 多ン トシ 速 一一 印刷 11 付ン世 一一 公： 一 セ ン n ト 

チ 慫懋ス 余宵テ 官^ チ以 テ英阈 一一 遊 t 蝦 ロ海蚱 チ步ス 

ル 11 綠榭 叨滅ノ il^ 士女 ノ 小舟 一一，：：： 帆 チ展シ 便 風 一 1 乘 

シテ 帆走 術 チ試ム i チ觀ル 之レチ 傍人 ョ" 聽ク 一 ー此國 

S 賤 チ問ハ ス 商工 チ論セ ス^ * 少シク 資產ァ ル者ハ 皆 

自力 ラ遊 舫チ購 t 業務 ノ暇 家赛チ 拉シ親 カラ 帆 チ舉ケ 

梃チ操 サ以テ 無上 ノ淸 典トナ ス ノ習 t ナ "ト 云 フ又步 

チ轉シ 街 上 ノぉ肆 弄 具 店 等 チ見ル -1 庶人 ノ特ー 1 窑ンテ 

購求 ス ル^ ハ. トシ テ海^ 一； 關. -ル 著述お 謐 艦船 艇或 

序 1 
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